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研究所だより／地域の動き
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両地方競馬全圃協会
地方競馬の収益金は、畜産の振興や馬に関する伝統行事

の保存、街づくり、学校・病院の整備などに役立っています。
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7研究所だより（本文19頁-21頁）』、

自動給餌装置・ミルキングパーラーを備えた乳牛試

験牛舎

------

未来を拓く みやぎ田園新暁代をめざす

宮 畜塵試験場

高級牛肉「仙台牛」の名声を高めた重茂波号

マイクロマニュピレーターによる胚操作

活性汚泥法による尿処理装置
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改良について（石川県）

写真1 受精卵供給センター

（石川県畜産総合センター 能登畜産センター）

写真 2 農家から購入した供卵牛

........ 



クローン研究に望む

山下 良弘
（やました よしひろ）

農林水産省畜産試験場

場長

昨年2月の体細胞クローン羊ドリー涎生のニュースがJU:界中に大きな衝繋を与えてか

ら1年平が経った。わが国てはすて‘に複数の試験研究機閲て成’卜の体細胞からのクロー

ン牛が涎生し、この秋にも、他のいくつかの機関て‘涎生が f定されている。

科学技術会議力rrクローン技術を用いた動物のクローン個体の作製や個体を産み出さ

ないヒト細胞の培涯等については、畜廂、科学研究、希少種の保護、 I笑薬品の製造等に

おいて大きな、な義を有する一方て、人間の倫理の問題等に直接触れるものてないことか

ら適宜推進することとすべきてある』 と答中したのが昨年の 7月28Rてある。牒林水産

技術会議及び畜産局も同 H付けて「家畜を含むクローン個体の作製について、情報公開

を進めつつ推進する」こととし、研究にゴーサインを出した。

それから約 1年後の今年1n時点て、令国て・・30頭を越える体細胞クローン牛が妊娠"'

と報告された。 これらのクローンは昨秋から今春にかけて受胎したことになるが、他の

国てはより早い時期から挑戦して、胎児細胞由米の数例しか成功報告がないのに比べて、

わが国の技術水準の高さは院嘆に値しよう 。我田引水になるが、この分野の技術蓄栢の

バックグラウンドとして、受精卵移植技術以来の畜産試験場が行ってきた研修制度など

による技術移転の努力が貢献していると自負している。

しかし、問題はこれからだ。分化の完了した高等動物の細胞が再度全能性を持つとい

う、これまての常識を覆す技術には、それなりに多くの問題が内在しているに違いない。

体細胞クローン技術を実用化レベルにもって行くまて‘には、これまての繁殖バイテク技

術の場合を内容・数共に数段上回る難問の克服が必要になるだろう。ドナ一体細胞とし

てどの組織あるいは臓器が最適なのか？、分化した細胞の染色体異常の影響は？、細胞

寿命はリセットされたのか？、体外培投の影響は？、核外迫伝＋の影響は？、能力は？

・・・・・・芥々解明すべき問題が山禎している。「培養した体細胞を移植して子牛が産まれて、

それて成功」とは言えないのてある。

科学技術会議の答申にあるように、大きな意義を持つ研究てあるだけに、冷静に、科

学的に問題解明を進め、安全な技術に育てる必要がある。そのためには関係者間の濃密

な情報交換と連携が欠かせない。

かって見られたような、各県や機関が「産ませ競争」に走るようなことがあってはな

らないと思うのてある。
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褐毛和種去勢牛の
産肉性に及ぼす
ビタミンAの影纏

堀英臣（はり えいしん）
熊本県立農巣大学校

褐毛和種去勢牛へのビタミンAの給与が、

肥育期間中の増体重、肉質へどのような影9

を与えるのか、 また、 ビタミンA欠乏による

筋間水腫守の発生との関連について試験 (A

区：肥育前期間ビタミンA給与、 B区：肥育

全期間ビタミンA無給与・ビタミンA欠乏〇

臨床症状が認められてもビタミンAの給与Ii

しない）を行い次の結果が得られた。

1)増体重は肥育前期てA区1.30kg、B区1.18

kgとA区の増体が俊れていた。

後期てはA区0.83kg、B区0.67kgとA瞑

増体が有意に優れていた。また、飼料摂取且

もビタミンA投与のA区が高く、 1kg増体‘昔

たり飼料要求祉も A区の摂取址が低く効率の

良い増体を示した。

2)血中ビタミン濃度は、両区ともに索牛導

入後約1.6ヵ月位は正常値 (50IU/di)を上圃

っていたが、ビタミンA給与のA区は、その

後も正常値を大きく上回り、試験開始後約7

ヵ月をヒ°ークに以後暫減したものの屠殺前て

もlOOIU/dlと正常値を越えて推移した。

B区は試験開始後から徐々に低下し、試験

開始後約3ヵHて正常値50IU/dlとなり、約

5ヵ月後欠乏値33IU/dlを示した。その後、欠

乏値近くを維持しながら推移した。

また、欠乏値を示した約2ヵ月後からビタ

ミンA欠乏症状 (9頭巾 6頭）が現れ、諏

の1頭は起立イ＜能となり屠殺したが全身筋問

水腫てあった。

しかし、血中ビタミンA濃度が欠乏値を下

回り推移した供試牛がいたにもかかわらず、

ビタミンA欠乏症状は外見からは伺えず、発

症には個体差があるものと考えられる。

3)脂肪交雑 (BMS.NO)は、 A区3.2士

0.8、B区5.5士2.8て、 B区が有意てないもの

2
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表 1 試験区分

屠殺月齢

区分頭数 性別 処理方法 24 26 28 

ヵ月齢 ヵ月齢 ヵ月齢

A区 5 去勢牛 全期間ピタミン A給与 1頭 2頭 2頭

B区 ， 去勢牛 全期間ピタミン A無給与 4頭 3頭 2頭

表 2 供試飼料の推定養分含量（％）

Q) 2段階の差があり優れていた。

4)格付成績は、 A区： B 3・3頭、 A2・ 

1頭、 B2・1頭、 B区： A5・2頭、 B5

. 1頭、 A4・1頭、 B3・3頭、 B2・2 

訳あり、血中ビタミンA濃度の低い B区が

優れていた。 しかし、全身筋間水腫 1頭、部

輝間水腫1頭が認められ肥育全期間のビタ

ミンAの無給与は危険性を伴った。

1 試験方法

1)試験区分

試験区分は表 1のとおりて、 A区：ビタミ

ンA給与、 B区：ビタミンA無給与（ビタミ

ンA欠乏と筋間水腫等との関連を確認するた

め、ビタミン欠乏症状が現れても、ビタミン

剖の投与は行わない。

A区のビタミンA給与量は「日本飼養標準」

堪づき 1日当たり必要量 (66IU/体重kg)を

頴 1回給与した。

給与したビタミン剤（ペレット） 1 g中の

底分はビタミンA:10,000IU、ビタミンD3:

2,000IU、ビタミンE: 10mgてある。

り供試牛

褐毛和種去勢牛て同一種雄牛の産子を供試

した。開始時の日齢、体重、体高はA区323.8

士19.1日、382.9土20.2kg、124.5士1.54cm B 

厄343士9.13、373.8士18.1kg、123.4士2.19cm

てある。

J)供試飼料及び給与方法

晨厚飼料は肥育開始後約 2ヵ月程度て飽食

tし、粗飼料は肥育開始時より自由採食とした。

区分

濃厚飼料

稲わら

DM 

0.88 

〇.87

DCP 

10.0 

1.2 

TON 

74.0 

37.8 

表 3 飼料摂取量 (kg)

区 分 肥育前期 肥育後期肥育全期間

濃厚飼料 1,675.0 3,214.5 4,889.5 

A区 (9. 97) (IO. 19) (IO. I I) 

粗飼料 269.0 311.0 580.6 

(I . 60) (0.99) (I .20) 

濃厚飼料 I ,562.6 2,382. I 3,944.7 

B区 (9. 30) (8.89) (9.05) 

粗飼料 195.2 239. I 434.3 

(I . 16) (0.89) (I . 00) 

注：（ ）内は 1日／頭当たり摂取量

t 結果及び考察

1)増体重

肥育前期終了時の 1日当たり増体重はA区

1.30kg、B区1.18kgとなりビタミンを給与し

たA区の増体が優れていた。また、後期ては

A区0.83kg、B区0.67kgて‘、ビタミンA給与の

A区が有意に優れていた。

2)飼料摂取量

-B当たり飼料摂取醤（濃厚飼料、粗飼料）

は前期てA区9.97kg、1.60kg、B区9.30kg、

1.16kgて濃厚飼料、粗飼料とも A区の摂取が

多く、後期てはA区10.19kg、0.99kg、B区8.89

kg、0.89kgてあり、前期に比し後期ての摂取

量の差が大きかった。

3)血中ビタミンA濃度

血中ヒ‘‘タミンA濃度は、両区共導入後約 1

ヵ月位は70IU/ di -80IU / diと正常値て‘‘あり

50IU/dlを越えていたが、 A区はその後、正常

3
 



一
値を大きく上回り上昇し、試験開始後7ヵ月

後、 108IU/dlをヒ°ークに以後暫減し、屠殺前

の血中ビタミンA濃度はlOOIU/dlとなった。

また、 B区ては、試験開始後2ヵ月位より

血中ビタミンA濃度は徐々に低下し、試験開

始後2.8ヵ月て‘‘正常値50IU/dlとなり、約 5ヵ

月後ては欠乏値33IU/dlを示し、その後、欠乏

値近くを維持し推移した。

試験開始後約9ヵ月頃より供試牛の数頭に

(9頭中 6頭）にビタミンA欠乏が原因と診

られる後肢の浮腫等の臨床症状が現れはじめ

た。同区の 1頭は前肢、後肢の浮腫がみられ

体重の減少があり発症後約 3ヵ月後に起立不

能となり病畜屠殺として処分したが全身筋間

水腫てあった。また、屠殺前の血中ビタミン

A濃度は、 10.5IU/dlと極めて低値て‘‘あった。
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ロ：A区+:B区
図 1 血中ピタ ミン濃度の推移(IU/dl)
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4)枝肉成績

脂肪交雑 BMS(No)は、 A区3.2、B屈

5,5てビタミンA欠乏症状を示したB区が有

意な差てはないものの優れていた。また、ビ

タミン剤給与が肉色を濃くするとの報告もあ

るが、両区とも同様の値を示した。

枝肉格付成績は、 A区： B 3・3、A2・ 

1頭、 B2・1頭、 B区： A5・2頭、 B5

• 1頭、 A4・1頭、 B3・3頭、 B2・1

頭てありビタミンAを給与しないB区の格1寸

成績が優れていた。

しかし、 B区の中て‘‘全身筋間水腫l頭、蔀 l
分筋間水腫 1頭が診られ、 このような肥育枝

術が農家て‘‘実施されているとすれば、ビタミ

ンA欠乏によるカシの発生、増体の低下は肥

育経営にとって大きな経済的損失を与えるの

て避けるべきてある。

3 今後の課題

血中ビタミンA濃度とBMS(NO)との間に

高い負の相関がみられることから、今後、肥

育期別のビタミンAの投与レベルと肉質増

体の関連、特に肥育前期、中期におけが適正

投与レベルの検討が必要てあると考えられる。

表 4 枝肉成績

枝肉 ロース芯パラの 皮下歩留

区 分 重量 歩留 面 積厚 さ 脂肪 基準値

(kg) (%) (cm) (cm) (cm) (%) 

A 平均 551.2 67.4 51.3 7.9 3.96 71 .06 

区 士SD 31.1 I .27 7.4 0.5 0.69 0. 77 

B 平均 483.3 66.9 53.1 7.4 3.56 71 .8 

区 士SD 46.8 2.09 5.8 0.7 0.78 1.32 

区 分 脂肪交雑 肉 色 脂肪の質

BMS 等級 BCS 光沢等級 締まり キメ 等級 BFC 光沢、質 等級

A 平均 2.2 2.8 3.6 3.4 3.4 3.0 3.4 3.0 2.8 5.0 5.0 

区 土SD 0.8 0.4 0.5 0.5 0.5 1.0 0.5 1.0 0.4 

゜゚B 平均 5.5 3.8 3.4 3.9 3.9 3.8 4.0 3.8 2.5 5.0 5.0 

区 士SD 2.8 I .2 0.5 1.0 1.0 1.2 I. I I .2 0.5 

゜゚
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舌性汚泥液
による生物脱臭

' 術元道男（さきもと みちお）

湛府立農林技術センター 畜産部

1 • はじめに

近年、悪臭に関する苫情は、環境汚染の総

苦情件数の約 7割を占め、社会生活の向上、

住宅混住化の進展により、今後さらに増加す

る傾向にある。

このような厳しい情勢のなかて、悪臭防止

対策の強化が念がれ、 とりわけ防止技術の開

発が強く要望されている。

悪臭防止技術については、活性炭等による

物理的脱臭法、酸、アルカリ薬液による化学

的脱臭法や化学反応を利用した脱臭剤がある

が、いずれも楳作の煩雑さ、効力の持続性、

経済性に問題があり、畜産煤家に適用てきる

ものは少ない。

ところて最近、自然界の微生物を利用した

生物脱臭法が注目されている。その原理は、

悪臭物1rを含んだ空気を脱臭資材に通し、悪

臭物質をいったん資材中の水分および査材に

溶解あるいは吸若捕捉し、その後、徴牛物の

働きにより無臭成分に変換するものてある。

生物脱臭法は他の脱臭法と比べて、維持管理

が容易て‘維持経費も安く、二次公害の心配が

ないのが特徴てある。

この生物脱臭法は固相と液相の 2つのタイ

プに分類され、固相タイプは、土壌、堆肥、

ゼオライト、ロックウール等の担体を用い、

液相タイプは活性汚泥液笞、微生物を含んだ

液体を用いたものてある。

当所ては、活性汚泥液による生物脱臭法に

取り組み、一定の成果を得たのて報告する。

も活性汚泥液による生物脱臭

活性汚泥法は、占くから尿汚水の浄化に用

いられてきたものて、強い悪臭を放つ尿汚水

を浄化槽に入れると不思議にふん尿臭がなく

なる。この現象に行目し、まず、代表的な悪

5 



臭物質てあるアンモニア、 トリメチルアミン、

硫化水索、メチルメルカプタン等を用いて、

水および活性汚泥液による脱臭率を比較検討

した。その結果、活性汚泥液は水に比べて脱

臭効果に優れていることを確認した。また、

活性汚泥液を硝酸銀て静菌状態にし、比較検

討したところ、硝酸銀処理したものは、脱臭

効果が徐々に低下したことから、活性汚泥液

の脱臭機能は、単なる溶解、吸着作用による

ものてないことが明らかになった。

そこて｀、活性汚泥液を用いた脱臭装置（図

1) を作製し、基礎試験および畜舎て‘‘の実証

試験を行った。

大気拡散

一 活性汚泥液

図 1 生物脱臭処理フロー

表 1 生物脱臭装置による豚舎臭気の除去効果

臭気濃度＊

脱臭塔入気口 脱臭塔排気ロ
除去率（％）

季

委

夏

冬

550 

100 

55 

10 

90 

90 

＊ある臭気を無臭の空気で希釈していき、臭わなく

なった時の希釈倍数

表 2 生物脱臭装置によるアンモニアガスの除去効

果 (ppm)

鶏舎 鶏舎内 脱臭装置

入気口 排気ロ

試験鶏舎 0.2~0.6 3.0~5. 7 0.3~0.5 

開放賤舎 1.0~5.0 

3 . 畜舎臭気の脱臭

畜舎内から発生する臭気は、発生源が広範

囲にわたるため、装置や施設て‘‘脱臭する場合

は、簡易密閉化等により、排気場所を限定す

る必要がある。

豚舎は、 6頭収容のケージを用い、ケージ

のスノコ下には自然流下式のふん尿貯留槽を

設け、ケージ全体を農業用ビニールシートて

覆い、簡易密閉豚舎とした。さらにスノコ下

に吸引ダクトを設置し、生物脱臭装置の送風

機に接続した。活性汚泥液は当所浄化槽から l
採取し、馴養後用いた。試験の結果、アンモ

ニア、硫化水索等の悪臭物質の除去率は90%

以上て、臭気濃度も夏期、冬期ともに顕著に

低下することがわかった（表 1)。また、脱臭

塔入気および排気口における臭気物質のガス

クロマトグラフィーても低級脂肪酸等の臭気

物質は効率よく除去てきることがわかった

（図 2)。

次に鶏舎ての試験て‘‘は、産卵鶏を108羽飼養

している簡易密閉ケージ鶉舎のケージ下にビ

ットを設け、ヒ° ット内の悪臭を含んだ空気を

ダクト吸引により脱臭塔に導いた。活性汚促

液は栄養源として給水樋の洗浄水を用い、調

製した。試験の結果、鶉舎の代表的悪臭物質

てあるアンモニアの除去率は90%以上を示し

（表2)、臭気濃度も夏期、冬期ともに90%(J)

除去率てあり、試験鶉舎内のアンモニア濃度

は開放鶏舎に比べて1/5-1/10の濃度に保t

れた。同時に鶏舎に多い粉塵の処理もてきる

ことが示された。以上、活性汚泥液による生

物脱臭法の有効性を実証した。

4 • 生物脱臭装置の実用化

家畜ふんの堆肥化に用いられる急速発酵椴

ては、通常の堆積発酵に比較してアンモニア
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を主体とした臭気が急激に発生し、高温、高

躾臭気が多益に排出される。この臭気が周

雌民の苦情の対象になることが多い。豚ふ

んの急速発酵機排気中のアンモニア濃度は、

1,000ppmにも及び、鶏ふんてはその数倍の

アンモニア濃度になる。

本府内の投豚農家（繁殖豚600頭）に設置さ

れている縦型急速発酵機の排気は約40m'/

minて、アンモニ ア濃度は最高800ppmに達

し、悪臭苦情の対象になっていた。そこて‘｀本

舷臭法を応用した実用施設を設覆した（写真

I)基本的には当該農家て‘‘行っている尿汚水

訊施設の返送汚泥液を用いた生物脱臭法て‘‘ 写真 1 生物脱臭施設全景
左 ：縦型急速発酵機 中央

右：豚舎
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あるが、実態調査の結果、高濃度アンモニア

ガスを含んだ高温の排気を直接脱臭塔に森人

すると、液温およびpHが七昇するため、活性

汚泥液の微生物活性が低ドし、正常な尿汚水

浄化処理がてきなくなる危険性が考えられた。

そこて、急速発酵機排気をミストセバレータ

ーにより冷却し、さらにpHの上昇を抑えるた

めに酸性の凝集剤を活性汚泥液に添加する方

式を新たに考案し、実用化を図った。

急速発酵機排気（原臭）中のアンモニアガ

ス濃度は500~ 800ppm (平均680ppm)て、生

ふん投入後、約 5時間て最高値に達し、以後、

漸減する傾向にあった。原臭中のアンモニア

ガス濃度はミストセバレーター通過後、 600

ppmに減少し、生物脱臭塔排気目ては、平均

120ppmに減少し、脱臭効率は平均82%てあ

った（図 3)。原臭のアンモニアガスが高濃度

発酵機に

生ふん投入

＞
 ' ー•

発酵機排気

（原臭）

700 

ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
濃
度

(
p
p
m
}

500 

300 

100 

のため完全な脱呉効果は得られなかったが、

排出された臭気は大気拡散により希釈され、

尉辺ては強い臭気は感じられなくなった。こ

の施設設置後、悪臭苫情は解消された。

5 . おわりに

畜産における悪臭は上にふん尿から発生し、

低濃度て多種類の臭気物質からなり、完全に

除去することは困難てあるが、徴生物を利用

した牛．物脱臭法は、多種類の臭気物質に対応

てきる可能性がある。活性汚泥液による脱臭

法は牛物脱臭法の一つとして、特に既存の汚

水浄化施設がある場合には脱臭塔の設置のみ

て効果的な脱臭および除塵を行うことがてき

さらなる品効率、低コストの生物脱臭るが、

技術の開発に期待したい。

（平成 9年度優秀畜産技術者表彰業紐）

脱臭塔 ． 
／．＼ 排気ロ ヽ．•—__ ./・ ・-・,. 入I¥_・

゜

•一.\
▲ • — • 

•一•一
． 

9:00 15:00 21:00 3:00 
1/27 1/28 

9:00 

(1993) 

日 時

図 3 急速発酵機排気中アンモニアガスの除去効果
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昏術情報 1 はじめに

平成10年 3月1711-18口の 2B間にわたっ

て、牒林水産省平地試験場（栃木県那須郡西

那須野町千本松768)を会場に、飼料作物にお

ける形質転換植物の利用とゲノム解析に関す

る国際ワークショップが開催された。この国

際ワークショップは卓地試験場が主催し、（初

畜産技術協会、 (tt)Fl本飼料作物種子協会、閻

H本草地畜産協会の共催、農林水産省農業産

技術会議事務局の後援により行われた。 3月

の多忙な時期て｀あったにもかかわらず、アメ

リカ、イギリス、オーストラリア等の海外8

カ国からの研究者14名と、わが国の煤林水産

省試験研究機関、大学、民間研究機関からの

飼料作物ゲノム解析、国際ワークショップ
（飼料作物ゲノム研究国際ネットワークの設立に向けて）

小松敏憲（こまつ としのり）

晨林水産省草地試験場育種部

研究者を加えて総勢90名を超える参加者があ

った。以下、このワークショップ開催のねら

い、発表の概要について紹介する。

l . ワークショップ開催のねらい

1994年にアメリカて‘・、遺伝子組換えにより

開発した日持ちの良いトマト品種フレーバー

セーバーが世界て初めて販売されて以米、追

伝子組換え作物の開発が進み、アメリカては

耐虫性や除草剤耐性のダイズやトウモロコシ

の栽培が年々増加している。飼料作物てはト

ウモロコシて最も実用化が進んているが、こ

れ以外にもアルファルファ、 トールフェスク

などて｀除草剤耐性等の辺伝子を導入した組換

え体が得られている。わが国においても、国

公t研究機関ては草地試験場を中心に牧草類

，
 



の追伝 f組換えの研究が進められており、こ

れまて‘にトールフェスクて、イオのキチナー

ゼ迫伝子を群入した莱腐れ病に強い系統の作

出に成功している。この他にも、 トー）レフェ

スクては糖含 ~tを高める H 的てトウモロコシ

の庶杷リン酸合成酵索追伝子を荘入した糾換

え体の作出、ア）レファルファては、消化性を

改良するために、 リグニン合成酵索の一つて‘

あるシナミ）レア）レコー）レデヒドロゲナーゼ追

伝子のアンチセンスの導入に成功している。

また、大学、民間研究所ては、 トウモロコシ

への新しい遺伝 f導入法の開発を行っている。

バイオテクノロジーの分野ては、迫伝 f組

換え技術と並んて近年ゲノム研究にめざまし

い進展がみられている。わが国はイネのゲノ

ム解析研究て‘世界をリードしており、この研

究成果をソルガムやペレニア）レライグラスな

どの飼料作物ゲノム研究に活用するものとし

て、イネDNAマーカー選抜育種が開始されて

いる。さらにイタリアンライグラスては現在

独自のDNAマーカーの開発も進められてい

る。

これまてみてきたように、わが国の飼料作

物における追伝十組換えとDNAマーカーの

研究は若実な成果をあげているが、この分野

の研究は欧米においてめざましいスピードて‘

進んている。このワークショップは、進歩の

著しい欧米各国の研究者と情報を交換し、研

究協力を深めることにより、わが国における

飼料作物の追伝子組換え技術及びゲノム研究

の一陪の進展を図るとともに、飼料作物ゲノ

ム研究の国際ネットワークの設立をめざして

開催された。

E • ワークショップの概要

ワークショップては、 2名の碁調講演と20

名の一般講演が行われた。基調講演ては、は

10 

じめにG.Spangenberg (オーストラリア・ぅ

トロープ大学）より 「飼料作物の改良におけ

るバイオテクノロ ジーの利用」に閲する報告

がなされた。最近、牧卒類の培簑技術が苫し

く進歩し、液1本振とん培袋細胞とプロトプう

ストからの再分化系が、主要な寒地型イネ科

牧卓のライグラス類やフェスク類、マメ科牧

年のアルファルファやクローバ類などて確t
され、体細胞雑種植物もトールフェスクとイ

タリアンライグラス、アルファルファとそ0

近緑種、さらにアルファルファとセインフォ

ィンなどの述緑間ても得られていることが報

告された。また、迫伝 f組換えについては、

オーチャードグラス、イタリアンライグうス、

ペレニアルライグラス、 トールフェスク、メ

ドウフェスク、アルファルファ、シロクロー

バ、アカクローバなど主要な牧草のはとん［

すべての草種て形質転換植物が作出されてい

ることが報告された。

もう 一 つの基調講演は、イギリスの ~I.

Humphreys(国立卓地環境研究所）による「7

ェスク類とライグラス類のゲノム研究」に関

するものてあった。ゲノム解析の手法として

の滋光insituハイプリダイゼイション法の有

用性をあげて、 この手法を用いることにより、

倍数体種のゲノム構成や属間雑種におけるゲ

ノム間の染色体罹換についても解明すること

が口［能てあることを報告した。また、ペレニ

アルライグラスのゲノム解析について、その

連鎖地図作成に関する報告もされた。この近

鎖地図は 7つの連鎖群から構成され、合計106

個のアイソザイム、RFLP、RAPDのマーカー

の位置が決定されており、これまて｀報告され

ているものよりかなり詳細な地図となってい

る。

一般講演ては、遺伝子組換えに渕するもの

が7題、 DNAマーカーに関するものが10題、

釦t技術 1998年JO月サ

.......... 



功他のものが3題てあった。 トウモロコシ

彩質転換がアグロバクテリウム法により nT

、相になったことが石田祐二 (JT追伝育種研究

所） により報告されたが、 もう一つの新しい

方法として，,堀川 洋（帯広畜産大学）は、

バーティクルガンによるトウモロコシ花粉ヘ

濾伝f導入とその花粉の交配による形質転

謹物の作出）j法について報告した。 また、

罪遺伝 fの~~人に1紺しては、イネ・キチナ

ーセ遺伝＋、 トウモロコシの庶糖リン酸合成

印菜(SPS)迫伝 fを＃入したトールフェスク

膨質転換体の作出（高溝正 煤林水産技

屈会議）、レッドトップ、クリーヒ°ングベント

グうスヘの除草剤耐性遺伝＋の荘入（浅野義

A千菓大学）についての報告があった。イ

ネ・キチナーゼ迫伝子を尊人したトールフェ

スクては葉腐れ病に強くなり、 またレッドト

ップ、クリーヒ°ングベントグラスの形質転換

釈ては除卓剤耐性となり、尊入した遺伝子の

覗が確認された。

DNAマーカーに関する発表ては、長村吉晃

（農業生物資源研究所）は、イネDNAマーカ

-300個とトウモロコシDNAマーカー80個を

肌て、ソルガムの連鎖地図を作成したこと

情報告した。さらにソルガムゲノムとイネゲ

Jムとのシンテニー（迫伝的同祖性）を解析

した結果、両者は染色体レベルて著しいシン

テニーが認められたことから、イネゲノム解

靭情報は、ソルガムのゲノム解析に非常に

蒻てあろうと報告した。また、山田敏彦（山

輝酪農試験場）はイネDNAマーカーを用い

!: ペレニアルライグラスの連鎖地図の作成に

ついて発表し、ペレニアルライグラスてもイ

i、DNAマーカーの利用が可能てあることを

駐した。これらの他にも、 トールフェスク

：メドウフェスクのRFLP連鎖地図の作成に

ついての発表 (D.Sleperミス` ーリ大学） もみ

......__ 

られた。さらに、最近イネやトウモロコシへ

の形質転換のために注Uされているアボミク

シス（無舵合生殖）について、 P.Ozias-Akins 

（ジョージア大学）より、 パールミレット近

緑野生種におけるアポミクシス連鉗DNAマ

ーカーの選抜、蝦名真澄（草地試験場）より、

ギニアグラスアボミクシス連鎮RAPDマー

カーの特定についての報告がなされた。暖地

型イネ科牧洋のアポミクシスについては、迫

伝解析も進んてきており、今後の研究の進巌

が期待される。

最後に追伝 fの単離に関して、涵永陽子（北

海道大学）は、ペレニアルライグラスの低温

に対する追伝＋の発現を解析した結果、低温

て誘導されるいくつかの迫伝子を単離したこ

とを報告した。 また、藤森雅博（草地試験場）

は、イタリアンライグラスの細胞質雄性イ沐稔

に関与するミトコンドリア迫伝子を単離し、

その塩碁配列を決定したことを報告した。

おわりに

この国際ワークショップは、飼料作物の形

質転換とゲノム研究に関して、わが国て初め

て開催されたものて、国内外の第一線の研究

者が一同に集まって、最新の研究成果につい

て活発な論議を交わしたことは、今後の研究

に大きくフ ラ゚スになるものと思われる。この

有意義なワークショップを今後も継続するた

めに、第 2回のワークショップを2000年にオ

ーストラリアて開催する予定てあることを、

オーストラリア側から提案された。さらに、

ライグラス類のゲノム解析研究を効率的に推

進するために、国際ネットワークを設tする

ことが合意された。
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毎技術情親2
はじめに

畜産試験場の玄閲ロビーに雌雄一対の乳牛

校型があります。これは1923年に米国ホルス

タイン・フリージアン協会の依頼て｀彫刻家0

川村和祓氏が製作したilt界て最初の理想体g

模型てす。このように家畜の育種には1本型が

屯視されて米ました。家畜は同じ品種てし、

個体毎に1本の大 ・小、肥満 ・痩削など様々 て、

性、年齢のはか妊娠や泌乳笠の生産ステージ

によっても姿や形が変化します。体型は、家

畜の能カ・査質、発育及び栄森の判定基砲と

して現在も飼育、売買など畜産の現場て広（

用いられ、優艮な家畜を選び出すための家斎

審査の主要項日となっています1)。過イ＼足の

家畜の体型を計る
-3次元計測装置の開発

石井忠雄（いしいただお）

農林水産省畜産試験場

12 

ない飼料給与によって家畜の連産性や生産効

率を高めるためにはポ、ディ ーコンディション

の判定も行われています。 しかし、肉眼によ

る1本型の判定は専門家以外には困難て‘わかり

にくく、体長、 1本品、胸囲などの 1次元テ‘‘―

タからは専門家ても家畜の体型を想像しに（

いといわれます。 2次元測定例として測尺入

りの子牛写真を示します（写真 1)2)。情報且

は増しますが立体感はつかめません。家斎体

型を誰にもわかりやすい客観的な数値として

測定てきる方法が待望されていましたが近年、

光学技術とコンピュータを組合せた 3次元計

測技術が急速に進歩し、家畜体型の3次冗計

測の可能性が開けてきました:3.4)。そこて、①

家畜体型3次元計測の需要 ②各種3次元計

測装罹の得失 ③家畜用に開発された3次）t

翻技術 !998年10月り
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譲装置を紹介し ④今後の展開等について

竺てみたL、と思、し、ます。

；象畜体型3次元計測の需要
（アンケート調査結果）

最近、 3次元,tt測技術が念速に進歩し、家

蘭に応用てきる可能性がててきました。 しか

、家畜の場合は体表に毛や羽が生えており、

完全な静止が困難なため光学測定の困難がf

門され、どの程度の韻lj 定枯度があれは~ti産の

机役立つのかが問題になります。 そこて、

讀lシステム間発の基礎として家畜の体型枇lj

定の応用目的と必要枯度官について令国のf.i

顔究者の意見を集めるため、アンケート調

査を実施しましたヽ 3)。調査の結果、 39都道府県

0tt57機閲、 80人から回答を得ました。 [ul答

耳真1 計測用カメラによる子牛の撮影例（被写体

の大きさに応じた測尺が写し込まれる）

二点問計渇―ノギス、巻尺

戸::It~;~:·~;:;;和定機
嘩計舅一ーー［

光学式ーレーザ式

超音波式

写真計渕法

（測尺入写真）

面計肝—-{心郭計潤式_lシルエット式
断面計、,,式 ・ーレーザ光走査式

単一画像法

受動的計息法—
多重画像法

三次元計瀑H {, ステレオ法）
動画像法

斗能動的計息法卜右項

者の専門分野を見ますと、牛関係者が49%、

豚関係は10%、痢閲係は15%てした。[u]答者

の71%が3次元計測の必要性を認め、 3%が

必要性を否定し、 22%が不明と回答しました。

すなわち、畜廂研究の分野ては 3次元計測に

対する'.店要が大きく、牛と豚の全身計測ては

5 mm-1 cm、それらの部分計測や競の全身計

測ては 1mmの測定枯度を有し、畜含内て 1-

2秒または 1/30秒以下て像が取り込める

500万円以ドの装四に対する要望の多いこと

がわかりました。 3次元計測装置を利用する

研究課題としては、「休型と経済形質との関係

を利用した選抜法」、「椋準像の作成」、「品種

改良過程における体刑や卯形の変化」、「育成

・肥育に伴う1本型変化と飼浜管理法の影響」、

「消化器発育の把捏」、「枝肉形質や出荷時期

判定」、「姿勢と環境適応」、「ポ、ディコンディ

ションや体重の推定」＾、りがト-がっています。

各種3次元計測装置の得失

3次元計測は様々な分野て利用されており、

多くの方法があります（図 1)。家畜ては、 1本

表が変形し易いため接触式は不適て、また梓

止が困難なため測定に長時間を要する）j法は

適用てきません。非接触式も種々ありますが、

体表が毛や羽に披われ、皮店が半透明てあっ

たり、抒色のある家斎の場合には適用てきる

スポット光投光式

スリット光投光式［格子投影法（光切1!!i法）
レーザー光走査法

ステップ光投光式

光レーダー法［レーザーバルス光

変調レーザー光

モアレ法

空間コード化法

図 1 形状計測技術の分類
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方式は限られます。

受動的計測法の代表的なものに視差を利川

したステレオ法があります。この方法は、入

力装沼が2台のカメラだけてすむ利点があり

ますが図化機は高価て‘す。視必測定のために

2枚の写真上て家畜体表の対応点を探すこと

が難しいため、等高線の図化が困難て‘‘、家畜

てはあまり使われていません。

この、対応点を探す困難を解消するために、

計測対象に光の1象を投影し、計測対象表面を

区割りする方式が能動的計測法と呼ばれる方

法て‘す。

① モアレ法

莉崎らの開発したモアレ法6)は投影された

格 H象が物体必面の[H]凸によって変形するた

め、この変形格 f-に参照格子を重ねると格 f

の重なりが物体の奥行きに応じた等高線状の

縞模様を形成するという原理に甚づいていま

す。光源、格子およびカメラがあれば測定て‘

きるのて装四の自作も可能て‘す。著者はスト

ロボ光源、集光及び投影レンズ、光学格子か

らなる投影部と一眼レフカメラを組み合わせ

た装府を試作し（写真 2)、子豚て8mm間隔の

笠高線入りモアレ写真を得ています（写真

3)。この装閥はストロボ光源を用いているた

めテ‘‘ータの入力時間が1/1000秒にまて短縮

てきます。しかし、モアレ等高線は格子像の

交点から形成される不連続な菱形の集合てあ

るため、コンピュータ解析が困難て‘す。この

ため、市販のモアレ解析ソフト 7)は、コンピュ

ータが交点をうまく結べない場合に人が補助

する形式となっています。

⑮ スリット光投光式三角測量法（格子投

影法、光切断法）

投影された格子像を、投影装置と少し離れ

た位置からビデオカメラて取り込み、 モニタ

ー画面上の走査線と格子像の交点の座標を三

14 

扉 ljhl: の原理にもとづいて求める方法で凡

この方式ては、格 fの投彩が 1I叶てすむこし

から、 1方向の像の入力時間を 1/30秒程匝

にまて‘｀短縮することが可能て4方向から全周

計測する場合ても 1/8秒程度にてきます。

入力時聞が短いため静止の困難な家畜に適す

る面もあり、格 r間隔を小さくすることによ
り測定精度を _l-_げることがてきます。しかし、

格子が細くなると家畜体表て格子1象がボ鮮朋

になりやすくなります。

R コード化バターン光投光式三角測配去
（空間コード化法）

写真 2 モアレ写真装置
投影部 ：全速同調ストロポ内蔵

格子可変 f =SOmmレンズ

鳩影部 ：アングルファインダー付き

TTLカメラ f =SOmmレンズ

基線長 ：可変

写真 3 子豚のモアレ写真
光切断像と基準格子（格子間隔0.16mm) (/) 

写真的合成により作成

右下の球の半径は70mm、等高線間隔は81111

畜産技術 !998年JO肪

m ......... 



謬が 1/2になる数枚のI'I黒格 fを投

リして、その像をビデオカメラて取り込み、

項軋1]乱の原理にもとづいて1喉標を求める方

〈̂す9)。数枚の格 fイ象の投影と取り込みに

1抄程度を要するかわりに、格 fをそれはど

かくする必要がなく、毛や皮JiO),{f色笠の

碍を受けにくい測定法てす。

＠レーザー走査法

スリット光投光式三角測歴法の 1種て‘す。

9ーザー光は位相がそろっているため散乱を

却にくく、邸粘度測定に適しています10)。レ

ーザー光をシリンドリカルレンズて直線状に

廷し、回転ミラーを使って、測定対象卜を

走査し、ビデオカメラから取り込んだ直線像

：モニター画面上のテレビ走企線の交点の位

〖から三角測祉の原理にもとづいて l喉椋を求

りる方法て‘す8)。 ビデオカメラて 1本のレー

1:llttiun Procru 

< Edit Sed:fbn > 

< save File Name > 

File Name. 

E"<litSectl 

立j

ザー直線像を取り込むのに約 1/30秒を要す

るのて、 1画爪iが256本て構成される場合ても

8秒以 lこが必要てす。N社の協力て計`測した

例およびそのデータから自動彫像した校Jf見を

ぷします（第 2図）。本数を増やし，'2:i枯Ji化す

るためには、さらに長時間を要し、人体計測

装賄ては測定時間が30秒程度のものが多いよ

ぅてす 7)。牛の計測川に提案された（人1本計測

用を 2連とした）装四ては1850X 1340 X 275mm 

の視野の片面 1[ll]の測定に44秒が必要と試祁

されています。測定時間を短縮するため、 M

杜てはビデオカメラてはなくポジションセン

シングテ‘、イテクター (PSD) を使用して 1圃

面の取り込み時間を 1/30以下にする方法て

会話中の人の顧面計測に成功しており 9)、市

販装甜の開発が待たれます。 また、 P社ては、

ラインCCDを川いる方式て‘ヽ、測定視野が最大

Create Seetion Pr匹

< Data File List > C,,,,ate Section > 

Attrlb以e)
℃ reat2 Mode: !id'One Sect切n Pl, 

℃ ut Axis: y Y V , Z 

"5≪tlng Po;nt !JI!'Auto ・Manual 

r;,.,t, 改:E<,・Tin,. l 

写真4 空間コード化法による初生雛の測定画面
左はワイヤーフレーム表示 右はサーフェース表示

15 
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1600 X 1493mmて 1両面 (256X 200点）の取り

込み時間を6.5秒に短縮した装置を市販して

います 10)0 

このように各測定法には悪条件に対する適

応、計枇ljに要する時間、装匹価格など、それ

ぞれに得失があるのて、計測目的によって装

四を選択する必要があります。

3次尤計測法の中て家畜に適していると考

えられる非接触式の能動的計測法としては三

角測址法に含まれるレーザー走査法、光切断

法及び空間コード化法があり、人体計測川等

に市販されています。各ガ式毎に代表的な 1

機種を選び、黒い毛の密生した黒毛和種牛の

生皮、白く毛の少ないランドレース種 f・豚及

び綿毛が密生した白色レグホン種初生雛をサ

ンプルとして、メーカーの協力て実測により

性能を調べました。レーザー走森法と空間コ

ード化法（写真4)ては全てのサンプルが測

定てきましたが、光切断法ては雛て投影した

格子像が不明瞭となり測定てきませんて‘した。

測定時間は、牛の左-~身測定を想定した1850

X 1340 X 275mmの視野の片面 1回の測定にレ

ーザー走森法て・・44秒、空間コード化法ては2.2

秒と試鉢されました。レーザー走森法は悪条

件に強い利点がありますが牛を44秒間静止さ

せることは困難なのて、大型から中小家畜ま

ての測定をめざした今し11の汎用機開発には採

用されませんてした。先のアンケート調森結

果に基づいて仕様を定め、民間研究所 (K.K.

オージス総研）の協力て、空間コード化法の

原理に基づく家畜用の 3次元計測装匹を開発

しました。

家畜用3次元計測装置の概要

開発された装沼は、以ドのようなハードウ

ェアとソフトウェアから構成されています。

(1) 八ードウェア

16 

①計測ヘッド (8台）：窄間コード画像0)入

)J ②画像処理装匹：空間コード画像から、

3次｝じ形状テ‘‘ータをJt煎する ③計測制御ホ ， 

ストコンピュータ：計測ヘッドと画像処理装

匹を制御 ④テ‘‘ータ解析用コンピュータ： 3 

次;i:形状テ‘‘ータの解析処岬を行う ⑤校正装

沢：計測ヘッドの座標軸合わせとシステムハ

ラメータ作成 ⑥モデリングマシン： 3次元

形状データから立1本模型を作製

(2) ソフトウエア

①計測システムソフトウエア： 3次元形状

計測演算、計測装賄の制御 ②データ解析、

加工、表ぷソフトウエア： 3次元データの催

析、加工、表示 ③モデリングマシン制御ソ

フトウエア：モデリングマシンの制御 @3

次元画像解析システムとのインターフェイス

ソフトウエア

計測ヘッドは最大256木の格子を表示てき

る35mmX 35mmのツイステッドネマティック型

液晶、 1 kWのハロゲンランプ、 f =38mmの投

影レンズを持つプロジェクタと f= 8 mmの撮

彩レンズ、 38ガ画索の 1/2インチCCDを持

つ(I黒ヒ‘‘デオカメラからなり、両者の問隔（甚

線長）は10cm~60cmまて可変て‘す。計測視仔

が (0.50m)2~(1.5m)2まて可変て、室内程

度の明るさて‘測定て‘｀きます。測定精度は視野

の0.4%(最大視野時6mm)てす。計測ヘット'

l台当たり 8枚のパターンを投影し、約6万

点 (256X 240)の座標入力に要する時間はI.I

秒て‘‘す。牛の全身測定のために 8台の計禰lへ

ッドを配置し、順次入力した場合には合計12

秒間が必要てす（写真 5)。複数の計測ヘッド

の座標軸の統一や校正は、標準t方体をレー

ル上て移動しながら測定を反復する形て行い

ます（写真 6)。テ‘‘ータ解析用コンピュータ（り

ークステーション）上て、複数の計測ヘット

から入力されたデータの合成等の編集と、ワ

雀1発技術 1998年10月月



『

Iャーフレーム表ぷやテクスチャーマッヒ°ン

表示を行い、家缶のイT公名の点の）屯標、直線

、hるいは1本表に沿った種々の長さ、周囲長、

醐、断面栢及び体梢が測定てきます（写

• 7)。社測テ‘‘ータを加工して体型を変形させ

；こともてきます。計測データあるいは変形

............... u鳳凰•

写真 7 乳牛の体型解析画面

データをモデリングマシン（数値制御ボール

盤）に人）］すれば屯体的な彫像模型が作製可

能てす 13.14)。

今後の展開

農林水）痘省は平成 8年 1月に家畜改良増殖

H標を定め公表しました。 この中ては生産コ

ストの低減及び畜産物の；訪要動(u]に対応した

品質の向上を図るため、返伝的能力の改良の

推進と併せて飼投管理の改善を図ることとし、

能力等にr対する日標が定められています。乳

用牛に閲しては「牛i!f牛咲性の向rを図るた
め、体型審査を活川しつつ乳器、肢蹄雰の機

能的体籾に俊れたものとする」と定めていま

す。肉川牛、豚、馬、めん羊、山平に関して

も同様な定めがあります。 そこて‘‘、機能的体

型の 3次元データを蓄柏して、生産性や強健

性との関連を解明し、 fl棟達成を支援してい

くことが重要と思われます。 このはか、 3次

元計測装四て‘得`た家畜の体型データをク様練し

た畜産技術者の知識や経験と関連づけること

によって家畜牛産技術がi1JJLすることが望ま

れます。体型データはインターネットて畜産

裳家や技術者、さらには海外にも送ることが

てき、体型と能力の関係など色々な慈兄交換

が可能になると思われます。体型データは家

畜の理想体型、標準発育モデル、ボディコン

ディションモデルの作成、畜産施設の設計宵

に役寸つことはもちろんて‘すが、将米はコン

ピュータグラフィックス (CG)と結びつけバ

ーチャル牧場の中て技術研修をしたり、シミ

ュレーションと結合し現場対応型の畜産技術

開発をしたり、各種家畜管理ロボットのコン

ピュータ支援設計・製作 (CAD・CAM) に利

用するなどの発展が期待されます。測定装囲

としては、より一府の低価格化、小型化、高

速化、 r¥;j精度化を進める必要があります。
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3次Jし計測装四を利用した共同研究を希咽

される方は著者まてこ‘‘辿絡卜さい。
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畜産環境国際シンポジウム開催のこ案内

わが1叶及び欧米諸国における、俗廂環境問題に係る法制度やその実施状況、技術の研究開発動向につじ

て、海外の専門家を交えて広く 、意兄を交換し、岳産環境問題の解決を図ることを U的として、シンポシ
ウムを開催いたします。

fl 時平成10年11月2411 (火） -2511 (水）
場 所 『バレスホテル』

如；-(都千代田区丸の内 1-1 -1 Tel 03-3211-5211 

参加対象む 国、都道府県官の行政並びに試験研究機IRJ、俗産団体、展協、農協連、民間企業等、約300人，
参加料 一人 5,000円

参加中込み 参加中込みは1所定の中込苫に必要＇炉項を記人し（申込料は各都道府県じ務畜産諜、俗産日

境悠備機構にあります）

〒105-0001 如 k都港区虎ノ門 3-19-13
。• ヤ．

スヒリットビル 4階閥畜産環撹烹各備機構如

哀境国際シンポジウム係 あて、 10月15n (木）まてに郵便かFAXてお巾し込みドが‘•
（屯話： 03 3459-6300 FAX: 03-3459 6315) 

応経者多数の場合は抽選を行い、結果はこ1、本人に「はがき」てお知らせいたします (II/l 
初旬）。

主 催財団法人畜産哀境整備機構

後 援 農林水産省、煤畜産業振輿{~業[、fJ、生物系特定産業技術研究推進機構、 II本中央骰馬会、
（扮中央畜産会
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未来を拓く みやぎ田園新時代をめざす

宮城県畜産試験場
高橋 喬ー（たかはし きょういち）
宮城県畜産試験場草地飼料部長

1. 本県畜産の概要

本県は、東北地方の東南部に位置し、岩手、

秋田、山形、福島の各県に隣接している。西

都には奥羽山脈、北東部には北上高地、南部

鳴阿武隈高地が連なっている。また、山々

譴辺から平野部にかけて、里山と呼ばれる

環地帯が広く分布し、北上川、鳴瀬川、名取

） ii、阿武隈川などによってつくられた洪積平

昇へつながっている。太平洋に面する海岸部

叫鹿半島を境にして、北はリアス式海岸、南

暉浜海岸が連なっています。平野部は古く

から良質米生産地帯として発展してきている。

揺は東北地方ては比較的温暖て‘‘降雪が少な

いのが特徴となっているが、 6月から 7月に

かけてヤマセの冷風が入り込み、年によって

は稲の生育と作柄を不安定なものにしている。

本県の畜産は、 その立地条件から稲作の補

輝門として昭和40年代後半より急速に発展

し、高度経済成長期の堅調な需要の延びに支

訪れ順調に拡大し、米に次ぐ基幹作目とし

ての地位を占めている。

平成8年度の農業粗生産額は2,650億円て‘、

切内訳は米が54.1%、次いて畜産28.8%、

賎11.4%、花き 1.7%、果実1.1%と依然と

して稲作依存度は高い。

グラピアA頁

畜産の粗生産額は763億円て•,、その内訳は肉

用牛が25.6%、乳用牛25.3%、豚17.6%、鶉

31.2%となっている。

また、平成 9年 2月1日現在の家畜飼養頭

羽数は、乳用牛37,600頭（全国第 9位）、肉用

牛107,000頭（同 6位）、豚230,600頭（同15

位）、採卵鶏4,244千羽（同13位）、ブロイラー

2,014千羽（同15位）、 となっており、一戸当

たり頭羽数は採卵鶉・ブロイラーははば全国

平均レベルにあるが、乳用牛・肉用牛 ・豚と

も全国平均規模の1/2程度に留まっている。

も場の沿革と概要

本畜産試験場の沿革は大正10年白石町（現

白石市）に種牡牛を繋養する種畜場の創設に

始まる。その後昭和24年に現在地（岩出山町）

にあった農林省宮城種馬所の施設と家畜を県

が譲り受け、白石町の種畜場を移転、家きん

及び中小家畜を供給してきた加美種畜場も統

合し、新たに馬に関する業務を加えて総合種

畜場に整備された。

昭和48年 4月仙台市にあった宮城県農業試

験場の名取市への移転に伴う再編整備により、

農業試験場畜産部を併合し宮城県畜産試験場

に改組した。

昭和52年には現在の本館建設がなされ、宮城

19 



県製業実践大学校畜産学部の併設をみている。

畜産試験場は仙台市から北へ約50km、古川

rli西部に隣接す岩出山町南部の地点にあり、

総面栢116ha、 うち建物敷地16ha、ほ場lOOha、

山林 1haとなっている。

組織機構は下図のとおりて'3部 7科から構

成されている。

総務課

［酪農肉牛部→L牛科
［肉牛科
パイオテクノロジ一

場長一次長一種豚家きん部 養豚家きん科

原種豚料

L草地飼料部丁草地飼料科

環境資源科

研究科

総人員は52名て事務職員 4名、技術職員24

名、現業職員24名てある。

家畜の飼旋状況は乳用牛66頭、肉用牛88頭、

豚734頭となっている。

3 . 主な試験研究の概要

試験研究の方針

本県の畜産は、甚幹てある米の補完部門と

して畜産物の堅調な需要に支えられて発展し

てきている。 しかし、近年の畜産を取り巻く

情勢は、担い手の滅少と高齢化、産地間競争

の激化、バプル経済の破綻後の価格低迷など

多くの問題を抱え、加えてガット ・ウルグア

ィ ・ラウンド農業合慈による煤畜産物市場の

国際化の進展や畜産物価格政策の市場原理の

＃入窃、新たな対応が求められている。

また、 i肖蚊者ニーズの多様化、食品の安全

性 ・環境保全などへの社会的関心が高まって

おり、より新鮮て‘安全な畜産物の安定的な供

給とともに、環境負荷の少ない環境保令型俗

産の展開が緊急の課題となっている。

このため、畜産試験研究推進に占たっては

煤業試験研究推進構想を基本として、本県農

政の基本方針を踏まえ、地域畜産が直面して

20 

いる技術的・経常的問題の早期解決を廿指し

て、低コストて高品質な畜産物の生産 • 閲規

保全刑畜産の股間・バイオテクノロジー等の

活用による画期的な新技術の開発に取り組t・
こととしている。

本年度の畜産試験研究の重点方針として、

「:':j能力牛の種雄牛 ・種雄豚の造h知事業を引さ

続き推進するとともにDNAの多型マーカー

を利川した高査質牛・豚の選抜技術の開発に

取り組む。 また、牛における受精卵移植技術

など先端技術の開発将及、放牧を利用した省

)J的管理技術の確立、豚においては人工授精

技術や早期離乳分離牛産技術の確立、DNAの

多型マーカーを利用した抗病性家畜の選抜技

術の開発を進めてゆく 。さらに、自給飼料の

高位生産を図るための技術や適切な環境保全

に対応てきるふん尿処理技術の開発に取り組

んてゆくこととしている。

各部の試験研究への取り組み

1)酪農肉牛部

乳牛については、生乳生産性の向上を図る

ため、品泌乳牛群に対する飼料給与技術 ・岱

品質乳の生産技術の試験研究を実施している。

肉用牛については、効率的高品質牛肉生産

のための飼料給与技術や肉用種雄牛造成のt、
めの1岳肉能力検定、繁殖牛の放牧技術等の研

究を行っている。

また、重茂波号の息牛 ．息々牛を中心に現

在 7頭の基幹種雄牛を繋養し、年間 7万本の

凍結精液を県内和牛繁殖農家向けに牛産供給

している。

バイオテクノロジー関係については、クロ

ーン胚作出を含む牛体外受精技術やDNAマ

ーカーを指標とした牛の育種手法の開発、

DNA多型マーカー と家畜の生産形質及び退

伝的疾患との関連解析、牛の受枯卵移植技附

の実証等の研究を実施している。

畜産技術 1998年10月り
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l)種豚家きん部

謡豚ミヤギノを利用した効；梓的な肉豚生

、産を行うためのより高い能力の雄型秤豚（テ‘‘

1ロック秤）の造成を進めるとともに豚凍結

贖の実川化のための試験をしている。 さら

：牛同様DNAの多刑マ ーカー を利用した高

甜豚 ・抗病性に係る選抜技術の開発に取り

乱んている。 また、慢性疾病を f防するため

凋子分離早期離乳技術の開発、環境にやさ

vぃ豚飾l投管理技術の確tのための研究を行

ってしヽる。

！）草地飼料部

直地飼料については、自給飼料の低コスト

龍生産と高品質粗飼料の安定確保を凶るた

りの優良品種の選定、飼料用作物の外米雑草

臨技術の確立、環境保全を図りながら屯地

9生産力を高める簡易低コスト単生圃復技術

の確立試験を実施している。

環境閲係については、圃分式活性汚泥法に

よる効率的な尿沿水の処理法を検討するとと

もに今後規制強化が兄込まれる窒索 ・リン除

去技術の検，i'tに取り糾も、とともに、「lwJJ樅拌

機を備えたビニールハウスによる家畜党の発

酵乾煤処理技術の確ヽtに取り組んている。

4 . おわりに

本県て‘‘は、品質の良さて全国に誇れる「仙

台牛」、「宮城のフレッシュ牛乳」、おいしい豚

肉「克城野豚（ミヤギノポーク）」のI:杓祖に）J

を入れるとともに、これらの消伐拡大を進め

ているところてあり、俗産試験場としても21

世紀を桜咽した宮城県岳産の飛躍的な発展を

目指し、邸能）J家畜の選抜や硲度な技術開発

に取り組んてまいります。

BRAINテクノフォーラム
「家畜DNA育種の新局面遺伝子の機能解明、特異的導入から体細胞クローン家畜へ」

開催のお知らせ

主催：生物系特定産業技術研究推進機構、 (ttl甘f産技術協会

阻援：R林水産省

畠贄：（柑煤林水J党先端技術産業振興センター (STAFF)

日漬内容およぴ講師

日時 ：平成10年10月12H(月） 13 : 00 -1 7 : 00 

場所： 1，尼ノl"Jパストラル桜の間

〒105-0001 東京都港1><:虎ノ「'I4 -1 -1 

I)「1位細胞クローン‘求俗とDNAif種」杉本 存憲 氏 ((Ul畜産技術協会動物迅伝研究所部長）

？）「ジーンターゲッティングのプロフィール」広常 真治 氏((1J:)-&_i産技術協会動物追伝研究所主任研究員）

3)「迅伝 fの機能解析によるマウス神経疾患のモデル化」 Dr.Wynshaw-Boris (米国同立ゲノム研究所部長）

4)「部位特児的な遺伝 f修正による1本細胞クローン牛の作出について」

Dr. E. B. Kmiec (米国ト ーマスジェファーソン大学医学部教授）

5)「開毛和秤種雄牛の筋肉組織由米細胞による体細胞クローン牛の作,'I',について」

志買 一穂氏（大分県岳産試験場肉用牛飼養部副部長）

※ 3)、 4)逐次通訳付き

総合μJ全松川止氏 ((1J:)畜産技術協会動物迫伝研究所所長）
参机賣：無 料

懇親会（参加fl2,000円）を生研機構の大会ふ室（虎ノ門マリンビル 2F) て行います。

多数の皆様のご参加をお待ちしております。

輝し込み方法 ：FAX、e-mailまたは郵送にてお名前、勤務先、所属、住所、お屯話番サ、懇親会への参加の打

無をお知らせください。準備の都合 j-_、お巾し込み ・キャンセルは10月5fl (月）まて｀にお顧いいたし

ます。なお、おりIし込みは定且になり次第締め切らせていただきますのて、 fめこ:・T承ください。

碑し込み先 ：〒105-0001東京都港区虎ノ門 318-19 虎ノ門マリンビル10階牛研機構 企画部 企画第 — 心果
（塚本、勝呂）

TEL : 03-3459-6565 FAX : 03-3459-6566 e-mail : kikaku@tokyo. brain. go. jp 
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L 海外情報―」

乾燥地域の小反舞家畜生産システムと環境問題
藤田 晴啓（ふじた はるひろ） 四国農業試験場企画連絡室

1. はじめに
批界中の乾燥牧野あるいは山岳地帯て‘‘は小

反協家畜生産が慾まれている。この中ても年

間降水址が200-300mmの畑として利用が限界

の地帯ては常に人間活動（放牧 ・耕作 ・燃料

用絣採取等）の影響を受け、それゆえ牧野荒

廃等の環境破壊が起こりやすい。

北アフリカ ・西アジアの気候は、夏は高温乾

燥て、冬に降雨が集中する地中海式乾煤気候

てある。灌木あるいは永年性草種だけて多数

の家畜の餌を卜分に供給てきる季節は、降雨後

の新葉の展開時期に限られる。すなわち、多蘭

の水年性の飼料衣源が保全されていない限り、

多数の家岳を放牧て‘従うことが可能な時期は、

一年生草本が一斉に牛育する朴期に限られる。

西アジア ・北アフリカの牧野ては、ベドウ

ィン (Bedoin:アラプ系牧畜民の総称）によ

る放牧が行われてきたが、家畜生産の形態は

咋間的にも、社会的にも、また季節的にも多

種多様てあり、牧野研究にあたって彼らの生

活 • 生産様式を知ることは不 11J欠てある。

本稿ては、北アフリカ・西アジアにおける牧

野の荒廃の現状およびその社会・歴史的背屎:I)

『 22

約45年前に村落形成されたアプダル・アジ
ズ山地北部のマグルージャ村の農家、約60
頭の羊と少数の山羊を飼育している

を紹介し、さらに1992年から1996年まてシリ

ァて行なった牧野の保全および管理に関する

研究および現地調森2)て得られた結果および

知見をもとに乾燥地域の小反粉家畜生産シス

テムとその環境問題についてまとめてみた。

も伝統的な牧野保全システムの消滅

Hemaとよばれるベドウィンの伝統的な牧

野管理に関する法がイスラム以前から北アフ

リカ ・西アジア地域に存在し、牧野の保全管

理を徹底して、永続的な利用を可能としてい

た。 しかしながら、 この部族 ・氏族 ・家族単

位の牧野保令システムは多くの[li]々 が近代に

独立した時に廃止された。その結果、多くの

生産性の高い牧野が政府所有のものとなっt:

り、牧野を共同組合方式て利用する方式にな

ったりした。さらに、多くのベドウィンは定

杵農業の道を選び、一部のベドウィンは伝紐

的な遊牧のみあるいは半定杵農業を営むよう

になって、 l: 地利用形態がはるかに複雑多枝

になった。政府の L地所有 ・土地利用に関す

る法律はあるものの、個々の牧野に対する管

理責任は事実上なくなった。

3. 人口増加と飼養頭数
北アフリカ西アジア地域ては、過去25年間

に倍増した人u増加による動物タンパク伐禄
需要増加に伴い、家畜飼投頭数は1970年代か

ら1980年代前半まてにかけて急増した。この

増加は過ム~35年間て 3 倍もの勢いがあった。
最近は、やや横ぱい状態て推移しているが、

これは放牧の場となる牧野資源の劣化および

飼料作物特にオオムギの単位面柏あたり生産

増加の限界による。



すなわち、飼袋頭数の増加は牧野査源の過剰

輝＝過放牧を引き起こしたと考えられる 。し

iかしながら、単に飼袋頭数の増加だけが過去50

砂牧野の荒廃の原因てあるという構図は早

廿てある。増加した家畜が飼料生産のイ況安定な

牧肝だけに集中したとは考えにくいし、も• しろ

精への飼料供給が年間を通して得られやす

慣作地帯に集中したとみる方が「l然てある。

4. 牧野荒廃の原因
牧野劣化の背屎には漿業近代化にみられる

輯化および牒用地改革に伴う家畜生産者て‘

いるベドウィンの生活 • 生産様式の変化によ

紅地利川の方式が大きく変化したものによ

廷ころとみられる。飼焚頭数増加の彩郭は

次のように要約することがてきる。

1. 上要な飼料源てあるオオムギの耕作が本

来なされるべきてない上地荒廃の危険度が

非常に高い耕作限界地て‘拡大した

2. 各国政府の震地改革政策により、部族等

て管理してきた牧野の保令的利用システム

が崩壊するとともに、牧野利用は無秩序と

なった

3. 各国の牧野耕作禁止令にもかかわらず、

不満耕作が後をたたない

4. トラクター・トラック ・給水車＾．序の機械祁

入によって家畜の集約度は増加し、移動範囲

はかつてイ勺可能てあった年間降雨1150mm程

度の乾燥牧野の奥地まてのびて、過放牧お

よび灌木伐採による牧野の荒廃が起こった

しかしながら、耕地拡大には農村部に定祈

した農民（ベドウィン）だけてなく、他の地

快から移住してきた震民もその一痰を担って

‘る。さらに、都市部出身の投査家が大型機

暉を買い揃え、釦用者を使って耕地造成あ

るいはオオムギ穀実収穫時の機械作業を震民

鱈請け負うシステムが将及したことも大き

、と考えられる。

5. アブダル・アジズ山地の調査

1992年から1996年にかけてシリア東北部ア

プダル・アジス:・111地およびジャジーラ平原に

おける小反粉家畜システムを査源管理の面か

ら総合的な研究を行うとともに、牧野利用の

歴史的な変遷をアブダル・アジズ山地内部お

よび周辺の部落を調査した。

その地域も 1950年代から機械化によるオオ

ムギ畑造成が次々と進み、多くの自然牧野が

姿を消した。現在アプダル ・アジズ山地を中

心にいくらかの牧野が残り、それまてのテン

トによる長距離の遊牧移動による家畜牛産シ

ステムは、今LIの定住村を拠点としたアプダ

ル ・アジズの牧野まての狭い領域内ての家畜

牛産システムヘと変化した。

現在の年間飼焚サイクルを要約すると次の

ようになる。

1) 1 -2月：補助飼料給餌 ・牧野

2) 3 -4月 ：牧野 ・休閑地・オオムギ立t
（収穫の兄込みがない場合）

3) 5 -8月：オオムギ立毛 ・オオムギ刈株

放牧 (5月初旬収穫以降）

4) 9 -12月：ワタ収穫後放牧 ・オオムギ刈

も，;： . . -・ 
、"ヽ r 

~~-~-.: "-:>←` 
.-:.、 ,_、. -l t',_、＿

農家の男子は家畜の放牧をまかされる、5

月初旬オオムギの収穫が終わると家畜は刈

株放牧のためオオムギ畑に移動される

灌木を燃料とするパン焼きの光景、アプダ

ル・アジズ山地南部の村
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株放牧・牧野

試験地約95,000haにおいて李節毎に家畜が

泊役する植物（飼料作物および野i店）を調査

するとともに、牧野における植物の構成を調

査した。構成される植物の種類により飼料査

源をオオムギ、 1木閑地、植林地、高 ・中 ・低

密度灌木地、高 ・低密度位本地からの野位の

8つに区分した3)0 

これらの飼料衰源区分毎の分布面柏、地上

現件批および11J食バイオマス総址を推定した

ところ、この耕作限界地域全体て‘、生産される JJJ

食バイオマスは約63,000fンてあり、そのうち68

％をオオムギ生産が占めていて、全面積の32

％から生産されていることが明らかとなった。

また、灌木および卓本類の野卓査源は飼料査

源全体の31%を占め、この地域の61%の面積か

ら生廂されている。すなわち、この地域てのオ

オムギ生産は牧野の半分の面積て約 2倍の飼

料査源を提供していることが明らかとなった。

アプダル ・アジズ山地を中心とするジャジ

ーラ・t原の裳村部ては、現在も灌木の地ド地
上部を採取してバン焼きを行う文化が続いて

いる 4)。過去には、灌木を含む木本の薪が調

理、 i先潅、冬季の暖房等に使われてきた。現

在はガス コンロおよび石油ストープの将及に

伴い、灌木を燃料とするのはバン焼きのみて‘

ある。ハプー）レ川沿いの平野部ては燃料とし

てワタの残さが使われるのに対して山地に近

い震村てはアカザ科のNoaeamucrorataおよ

24 

アプダル・アジズ山地北部の平野部で発見
されたガリー浸食

びヨモギ科のArtemisia harba-albaが使用さ

れている。この歴史的な灌木の利川が現地0

牧野森源にどのような影密をおよぱしてきた

かは非常に興味深く、現在解析中てある。

6. おわりに

北アフリカ・西アジアの飼投頭数崩加は

牧野のみてはもはや必要な栄投源は補えな〈

なり、飼料需要岱、憎は l:.災な飼料源となるオ

オムギ牛産の牧野への進人を助長させた。オ

オムギの投実は補助飼料として、またt毛は
放牧利J廿される。

また、変動する年々の火候状態（特に降雨）

に影押されるオオムギ牛産に対処する補助飼

料需要の増加は、灌漑による作物の増産をさ

らに助長した。コムギ板 ・ふすま・ワタ種尖

・ワタ搾り粕 ・ワタ種実殻 ・テンサイ粕は補

助飼料として光買され、夏季に移動してくる

家岳への収穫後の畑地放牧利用料とともに畑

作地帯の牛産者の七要な収入源となっているC

すなわち、北アフリカ ・西アジア地域におけ

る小家畜生産に必要な多くの補助飼料が濯漑

を必要とする畑作地帯に大きく依｛千している

ことになる。
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斎藤雅典（さいとう まさのり）

晨林水産省草地試験場

はじめに

畜産裳家の規模拡大と伴に、農林地の宅地

化等による牒家・非牒家の混住化が進んて‘ぃ

る。そのため、家畜ふん）永による悪臭問題は

ますます深刻なものになりつつあり、この問

題の解決なしに地域住民と畜廂業の共{{は困

難とも占われている。特に、酪製の場合、畜

舎は間放籾てあり、また、排出されるふん）永

は多址の水分を含んだスラリー状てあり、悪

臭を防ぐことは難しい。こうしたふん尿の悪

臭防止に効果があると称して、数多くの査材

が市販されている 。 その大-~は悪臭を分解す

る微生物を含んだ、いわゆる‘‘微生物森材”

てある。 しかしながら、微生物査材とは銘打

っているものの、中に含まれている微生物に

ついて徴生物学的な記載のある衰材はきわめ

て少ない。ラベルに00[liと苦いてある場合

もあるが、そうした名前は学問的な、t場から
は認められていないものが大半てある。実際

のところ、試験研究機関の調査て明らかに悪

臭軽滅の認められた微生物査材は、私の知る

限りほとんどない。

悪臭を食べる微生物

確かに微生物の中には、悪臭を食べる（分

解する）微生物が多数存在する。硫化水索を

酸化分解する硫黄酸化細菌、アンモニアを酸

化して硝酸へと変える硝酸化成菌等々てある。

上壌脱臭法等の各種生物的脱臭装匹において、

これら微生物の機能が活用されている。しか

し、こうした装置の中の微生物をふん尿に播

いてやっても脱臭機能を発揮してくれない。

これらの脱臭装沼における脱臭は、装置の中

のある特定な環境に適応した徴生物の群集に

よって行われており、通常これらの微生物は

他の環境には適応てきない。

25 



--... ~ 

これまて‘`も家畜ふん尿の悪臭を分解する微

生物が多数分離されてきているが、これらの

菌を実際の場面て活用するにはギっていない

原因の 一つは、こうした微生物査材を使用す

る環境が一定て‘‘ないことが大きい。たとえば、

ある大学の研究室て分離された硲能力の悪臭

分解微生物は、確かに、大学の研究室て実際

にふん尿を使って実験すると悪臭を減らす。

しかし、試験場て同じ微牛物を使って調べて

みても、思ったような効果は出ない。 このこ

とは、大学と試験場の実験条件が同じてはな

かったためと思われる。 どんなに研究者や技

術者が、同じふん尿処理の条件を作ろうとし

ても、場所が変われば、家畜のふん尿の性質

や畜舎の性質はそれぞれ述ってしまう 。微生

物の効き方、働き方も変わって,[J然てある。

ある種の市販査材は、「微生物は善玉菌と悪E

菌に分けられ、苦屯菌が活動すると発酵、悪

玉菌が活動すると腐敗になる」などと宣伝し

ているが、そのような単純な発想ては、 とて

もふん｝永処理の過程て起こっている複雑な現

象を理解て‘・きない。

堆肥化に学ぶ

家畜ふん尿の悪臭軽滅の基本は、ふん尿の

堆肥化てあろう 。よく切り返された完熟堆肥

が臭くないことを考えれば、そこから悪臭低

滅の逍筋が見えてくるのてはなかろうか。 そ

こて、牛ふん尿の堆肥化と牛ふん尿スラリー

の曝気処理について、微生物と悪臭成分の変

動を調べてみた。処理を開始すると、ふん尿

やスラリーの温度は急激に t昇し、それに伴
って微牛物数が急、激に滅少すること、その後、

当初ふん尿に含まれていたものとは異なる種

類の微生物が増加することが見出された（図

1)。このことから、堆肥化とは、初め「ふん

尿型」てあった微生物群が死滅し、あらたに

26 

「堆肥型」の微生物群が俊占する過程と見な

すこともてきよう 。 ここては便宜的に、微生

物の種類を「ふん尿型」「堆肥型」と分けてみ

たが、実際に、 それらがどのような微生物の

種類なのか、 どのように働し、ているのか、よ

く分かっていない。 こうした堆肥化過程にお

ける徴生物の変造とそれを支配している要因

を解明することが、堆肥化を効：紺的に、また、

悪臭を低滅化するための基礎として必要てあ

ろう 。

牛ふん尿スラリーの曝気処理

悪臭軽滅の碁本は、堆肥化てあるが、自然 lり
流卜式牛舎、フリースト ー）レ牛舎などから排 t 

出されるスラリ ー状のふん尿の場合、そのよ 牛

まの状態ての堆肥（／腐熟）化は難しい。曝気 [ 

処理などの方法ての処理が必要となるてあろ I I 
う。図 1に示した「ふん尿型」徴生物相から t 

「堆肥型」微牛物相への変換点ては、微生物 iii 
相が単純化することが観察されている。もし、

この段階て悪臭成分を分解する能力が高〈、

曝気スラリ ーにおいて定行増殖する微生物を

接種してやれば、接種菌が曝気スラリー中て

定芥 ・増殖し、曝気処理による悪臭除去効率

をより高められる可能性がある。

1 Ql 
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図 1 牛ふん尿スラリー曝気処理過程における微生
物の動態
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図2 悪臭分解能を示すパチルス属細菌

そこて、多種多様な微生物の住処てある上

昂からスラリーの悪臭成分を分解する微牛物

を選び出すことを試みた。 そのために、 まず、

牛スラリーを含索ガスて曝気しスラリー由米

〇悪臭成分を土壌カラムヘ通過させる装芯を

難した。これは臭気を連続的に上壌カラム

を通過させることて‘、 i・.壌中に悪臭成分分解

鼓優占的に増殖させようとしたものてある。

この土壌カラムから細菊を分離し、殺菌した

スうリーヘ接種することによって、悪臭を軽

員てきるかどうか検討した。悪臭の軽滅程度

墳能試験によって行い、悪臭軽減能の応い

パチルス屈細面を選抜した（図 2)。悪臭成分

の分析の結果、本菌の悪臭軽滅能は硫化水索

と揮発性有機酸の分解能と関係の深いことが

ぷ唆された。しかし、この実験は殺1iiしたス ・
ラリーを用いたモデル的なものてあり、実用

化のためには、より悪臭除去能が品く、スラ

リー中ても速やかに増殖てきる tli株の選抜、

菌の能力を発現させる曝気処理条件守の検討

が必要てある。

おわりに

ふん尿の悪臭を微生物て軽減する技術開発

への期待は大きい。 しかし、私たちはまだふ

ん尿処理の基本てある堆肥化の際に働いてい

る徴牛物についても、まだはんのわずかしか

知らないのてある。無数の微牛物がすてに増

殖しているふん尿のような環境へ、実験室内

て有効てある菌をいくら接種しても、定沿し

てくれないのが‘拌通てある。有効な微牛物を

現場て働かせ悪臭を防止するためには、より

強力な悪臭成分分解微生物の選抜とともに、

堆肥化過程の微生物の動態解明など畜産環坑

微生物に関する地道な碁礎研究が必要てある。

・・・・・・・・ 今-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・--・-・-・-・-・-今一0ー●一拿一・-・-・-・-・—拿一今一·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·

_
 

:U
ー
言
！，
．

9
9
 

＇し
',
ー

＇ ui.
 

9,
h・

9
_’
 r今月の表紙 I

アジア・アフリカ会議ても有名な、インドネシアバンドン。車て30分程プロジェクトサイト

へ向かう途中の坂道に "Kelinci''という石板があり、ウサギを売っている店がたくさん並ん

て‘いる。店の小父さんは子供とおしゃべりしながら買い手の来るのを待っている。

中を止めて、 ''Berapa?(いくら？）＇＇と聞くと、"安いよ。小さいのが 1ガルビア、大きいLのが 5ガルビア,, と言って、人き£:サトキ：厚ふ闊ふス局いこ合サー 森山浩光） ー

27 



國廉協力情輯

ザンビアの畜産業に思う
門平睦代（かどひら むつよ）

ザンピア大学獣医学部 JICA派遺専門家

はじめに

ザンビアは図の通り南部アフリカに位四す

る。総面積はu本の約 2倍の75)j畑、人日は

約900Jj人、その70%は農民てあるが1月際的に

は銅、コバルト、亜鉛の1崖出国として知られ

ている。ザンビアの畜産は我国の畜産とは緑

遠いところが多いが本誌を借りて紹介するこ

ととしたし 'o

ザンビアの畜産と食肉流通機構

この国の畜産は、その特徴のなさが特徴と

言えるかもしれない。束部アフリカのケニア

やタンザニアとは、国七面梢をほぼ同じくし、

牧畜に1史用てきる国上は、砂漠や山岳部がな

い分だけ広い。しかし牛の頭数は約250万頭

て｀、ケニアやタンザニアの約 5分の 1てある。

山平やヒッジは南部州とルサカ州の、ある一

部の亜屹燥地域に集中している。裳業地とし

て使えるうちの約20%が使川されているのみ

て●` 、その他の t.地も含めると、放牧地として

利用て‘‘きる面梢はかなり広いと言えよう。他

の家斎数も少なく、山羊50Jj頭、ヒッジ7.5ガ

頭、豚30fj頭てある。

裳業に関わっている人「1は、大きく分ける

と2つに区分てきる。近代的な集約裳法によ

り大規校に常農している商業ベースの農家と、

小規模て‘伝統的な手法て炭業を行なっている

在米農家てある。 85%の塁業人nと75%の耕
地は在米漿家に属す。ザンビア国内て消費さ

れる食肉（主に牛肉）の半分は商業ベースの牛

28 

煤家から供給され、残りの半分は在来哀家か

ら供給される。 1996年の牛肉のlfJ内ての消費

址は36,000トンと推定されているので一人

あたりの年間消伐鼠は平均 4kg見‘りてあい

ザンビアては、 トンガとロジの 2つの部族

が牛飼いの経験が長い。在米裳家ては牛は,,貯

嘉と考えられている。在米股家の牛令1本の

うち 6割が、南部州（トンガ族）と西部州 (o

ジ族）て飼育されている。止式な統計による

ものてはないが、大学の教官はザンビア大の

獣医の卒業生の多くがトンガ族の出身てある

と口っていた。乳搾りは子供の仕1tてあるし、

放牧など牛の扱いにも憫れているのだろう。

また家畜の健康を守る獣医という職業は炸敬

に値すると考えられているからてあろうか

ケニアのナイロビ大学獣医学部ては1992年に

既に、牧術て‘｀有名なマサイ族の獣医師力返生

している。昨年、ルサカ州内て''t-を飼育する

混民を対象に調査・研究を行なったが、採血

の際の保定が卜雫手にてきるのは、 トンガかロ

ジ族の混民てあった。自分の牛を恐がって、

そぱに近かよれない農民もなかにはいたが、

彼らは他の部族の出身てあった。国内ての店

業生産における地域差は、環境だけてはな(

部族の追いにも彩押されているのてあろう

政府が介入する公式な流通機構やそのりじ買

に関する規則は存在しないようだ。ただ獣医

局が疾病 f防のために家畜の移動に関する条

例を施行している。屎殺場などは政府が運営

し、公衆衛牛の寸＾場から食肉検壺を行なっt:

り税金を徴収していたが、 この 2年間のあい

9障技術 1998年10月サ
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加すべて民党化された。移動許nfを出す場

Jにはその手数料を政府が集めていたが、沿

l 11が激しく、あるべき収人よりずっと実収人

：少なかったらしし 'o

牛の販売

在米牛の販売システムについては、西部州

く行われた調査を紹介したい。西部州ては家

省生産が屯要な経済活動てある。肉や牛乳は

槌府jて消四されたり現金収入のために近所

塙られたりする。去勢牛は煤耕や牽引等の

殿、牛糞は肥料として利用している。また

祖結婚の結納金、間金など社会牛活を営む

註に重要な役割を果たしている。年間の頭

f{v)増加は2.7%、販売される割合は4.75%、

眩以外に処分される割合が4%て‘、このこ

しから総年間生産率は11.5%と推定されてい

る。牛を飼う農家のうちの約半数は 1~ 5頭

渭零細飼養てあるが、平均飼養頭数は12頭て‘

昴。販売特定Jレートはなく、買い付けに来

濯人の業者に売ってしまうことが多い。巾

陽1:出される牛は、ほとんどが3歳以上て、

その半分は牽引牛、次に 3割が雌牛てある。

渭I)は首都のルサカや銅鉱山地域（エ ・商業

紐）へ売られ、残りは西部州内て‘‘消野され

ふ住民一人あたり 5kgの牛肉が年間消費さ

nていて、全国平均よりわずかに多いが、販

翡は生産鼠には直接関係していないらしい。

籾頓数が多い牒家ほど、牛を売りたがらな

心とがわかったが、 その主要な理由として

,!、もともとの頚数が少ないか、病気により

翻滅ったがために、数を増やしたいからだ

そうだ。牛の頭数による金持ちの碁準の境界

鵞は50頭てある。平均飼育頭数は12頭なのて` 、

iとんどの農家が牛を売りに出さない。そこ

'牛を売りに出す理由は何なのか調べてみる

:、 2つの主要な因＋があげられた。ひとつ

：、上記のように牛の頭数 (50頭以上所有）

冷裕があること、 もうひとつはミシンや自

転車を購人するなど比較的多梱の現金を必要

とする場合があることてあった。

南部州ても、西部）小1と同じような[I的て、

牛が飼われている。ただ飼育頭数が多く、ナ

ムワラ肌ては平均が100頭を越して、多い煤家

ては800頭以J-.飼育している。販売頭数も培え

て、商業ベースの震家と同じ16%という数値

が報告されている。首都に近いという利点も

考應すると、将米、 I農業生産の向上が望める

地域てあろう 。 しかし、これらの牛産性に関

する最近の数値が報告されていないのて、社

会学的な面や疾病の発生状況も踏まえて、現

場ての調杏を実施中てある。この調森を行な

うことにより、家畜の持つ伝統的価値の多様

性やその変化などを学ぶことがてきる。将来

の望ましい利用形態など考｝恵するうえて、重

要情報になるてあろう 。

山羊の販売

山羊の飼育は、栢極的に行われていないの

が現状てある。山羊の流通システムについて

は、ザンビア大学獣医学部のLovelace助教授

らのグループがザンベジ河渓谷の束と西の両

端にある 2ヶ所の町、 Jレアングアとシナゾン

グエにて調査した結果を紹介したい。 Jレアン

グアはルサカ州の束の端にあり、モザンビー

クとの国境に接し、 [11Jりには町らしい町は存

在しない。ほとんどの山羊は町の周辺て他の

塁家へ家雀として売られたり、肉として消費

されてしまう。一方、シナゾングエは南部州カ

リバ湖の西の端に位潰し州都チョマからそれ

程離れていない。主要幹線道路に近いことも

ありstockagentと呼ばれる家畜業者に半分

以上が売られる。彼らは村を訪ねて、山羊を

買い、車を使うか歩かせるかして移動させる。

もちろん、値段は山羊の軍さによるが平均値

は、農家の段階て約800円て、首都ルサカの市

場て売られる時には2,000円くらいになる。最

終値段の38%が混家の収入となる。しかし仲
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介に人るだけのstockagentが最終値の32%

も取るのは、牒夫の値段の駆け引きをする能

カの欠落か、梢報イ直足によるのてはないかと

考察していた。パキスタンても30%という、同

じような数値が出されている。同助教授は、マ

ーケット流通機構への投査が流通コストをド

げ、これにより裳民が山羊販売に興味を持つ

ようになるのてはないかと結んて‘‘いる。

資源循環型の農業

この地ては自給自足というか、査源循環を

屯体とするアフリカ煤業ては危機を乗り越え

る方法として、余剰は作らない。ハト、アヒ

ル、鶏、はろはろ島など小さな動物を飼う。

牛は体は小さくても、数が多いはうがよい。

一頭死んても、 f備が残るし、 —頭あたりの

損失も少ない。ネズミ、毛虫や飛び蟻など自

然が供給する蚕白源も最大限に利用する。西

洋て開発された近代裳業手法は在来農家には

紹介されていない場合も多いのだが、仮に紹

介しても実施は不11J能だろうと考えられる。

つまり近代畜産てはよいとされている、 i農厚
飼料や人［授梢を使い、体軍や乳祉を増やし、

収入をあげるなどの常裳投査によるリスクは

避けている傾向にあるからだ。 また病気を減

らし、仔牛を多く産ませ、余剰を市場へ出荷

するとも単純に考えられない。まずは、安定

した収入を得られるだけの個人の査産を作り、

それから国全体の牛産性が自然に向卜するの

てあろうか。ザンビアては、現在のところ過

剰放牧が問題になっていないのて、環境に適

した塁業牛産をH的とする技術指消を行なう

には今が最適てある。また、政府機関て‘吸収

てきない獣区師や農業技術者を、牒民が日主

的に作った組合て雁用するなど、漿民が自ら

の展業の未米を切り開く動きを、政府機関と

協力して手助けするなどの、援助が軍要にな

っていくだろう。

30 

獣医分野におけるザンビアと

日本の関係

獣医分野における 2「F-JIUJの関係は古い。

1970年代後半より i-'t年海外協力隊l1として年
間約 5名の獣L困師が派追され、ザンビア01
医師イ況を補った。1985年からは、約12年間

にわたるJICAの援助による獣医教育プロ ジ

ェクトが実施され、 自国ての獣医帥養成が吋

能となった。獣医学部の建物も H本の無伯協

力査金て建てられた。 これらの結果すてに約

150名が卒業し各地て活躍している。しかし、

これからは家畜衛生の分野だけてはなく食杜

生産の向上にも直献てきる獣医師と畜産技伶i

者の育成が大切になってくると考えられる。

家斎飼育は、裳村ての生活の中心となる農業

活動の一部てあるだけてはなく、村落社会を

形成する勇要な歯車のひとつてある。食糧供

給の安定をH的とする政府の政策が現実のも

のになるためにも、資源循環型て持続的な、

自然環境との調和がとれた農業活動を指導て

きる人材の簑成が急がれている。

おわりに

1970年代後半に銅生産に依存した経済体制

が破綻した。その後の食糧‘相情の悪化の要因 II 

として、銅価格プームの時に農業開発が憮視

され基盤整備が行われなかった点、および植

民地支配の影饗があげられている。過去はど

うあれ、｝農民が納得てきて、現場の環境に適し

た生産方法を牛みだすことが、斎産部門だけ

てはなく、農業技術者すべての任務てあろう。

それと同時に、政府レベルては、生産他に関す

る早期誓戒体制などの情報伝達をすみやかi:

行うためのシステムや、貯蔵設備などを完備

し、干ばつ・飢餓などによる食糧不足に対処{

きる ことが重要て‘、生産性向上を目指す前1:

成すべき第一の目標てあろう。（文献省略）
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石川県

能登牛の
改良について

吐豊（さくらいゆたか）

5川県晨林水産部畜産課

三

1 はじめに

本県は、北には H本海に突き出た能登半島

を有し、南には白山連ilif:を項き、福片県、岐

印県、富山県と接した形て,.、加竹平野の其ん

中に金沢市を抱えた北陸経済文化の中心とし

て発展しております。牒業は加!'l地方の平野

部ての稲作を碁幹として、近年加!UOO/j石と

して栄えた藩政時代からの加買野菜官稲作に

代わる混産物の将及に力を入れているところ

て‘す。

しかし、能登地方の中山間地て‘‘は、裳家の

高齢化や担い手イ函足等から過疎化が進行して

おり、煤業の生産基盤が脆弱化して、地域活

）Jの滅退が懸念される状況にあります。

このような情勢の変化に対応し、本県て‘｀は、

平成 8年11月に21椛紀初頭を目標として「い

しかわの製業・混村・食料ビジョン」を策定

し、「個性ある経常体の作出」「消骰者ニーズ

と伝統を牛かした雨品づくり」「地域特性を生

かしたむらづくり」など 3つの視点から新た

な施策の炭併l方向をとりまとめており、畜産

ては環境保全にも配應しながら、生産碁盤の

拡大や低コスト牛産技術の森入を進めるとと

もに、安全て高品質な俗産物の牛産やブラン

ド化を推進することとしています。

2 能登牛とは

本県における牛の起源は占く、遠く天照大

神の時代に「越根別のしらたへに牛馬の牧を

開く」とあり、県内各地に牛馬に関する地名

が多く残されているとおり、昔は「まきば」

てあったものと推測されます。

江戸時代寛永年間には、製塩、薪炭搬出用

に役牛として増殖を図っており、嘉永年間に

は奥州南部地方より「南部牛」を導入し放牧

を行っている記録が残っています。
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明治以降ては外国種及びホルスタイン種と

の一代雑種交配が続けられ、阜熟早肥性が認

められる牛を作り出しましたが、役笞として

の能力低下が現れ、大正年間に外国種の整理

を行し、ました。

昭和に入っては、鳥取、兵庫より多数の種

牡牛を導人し、体型は小型化したものの農耕

用として和牛飼養が普及していきました。太

平洋戦争後も役牛として活用され、昭和30年

には飼養頭数26千頭余りとヒ°ークに達してお

ります。

その後、耕転機の普及と産業振興による農

業人Uの滅少により、役牛としての役割は終

了し、肉専用種として改良が進められました

が、飼養戸数及び飼養頭数は急激に滅少し、

今日に至っています。

現在の飼養頭数は 2千頭弱となっています

が、能登地域等の中山間地の活性化を図るた

め、和牛の振興を施策の柱として推進してお

り、 i肖四者団体、流通業界、畜産団体等て構

成した「能登牛銘柄化推進協議会」を設立し

て、平成 7年11月より高品質な牛肉について

は銘柄牛「能登牛」として認定を行い、認定

苫及び能登牛シールを発行し能登牛の将及拡

大を図っております。

3 能登牛の改良

(l) 育種価評価事業への取り組み

能登牛は、従来但馬系統が主流てありまし

たが、小型化が進行したことにより、昭和60

年前後に、いわゆる赤丸白丸による質拭兼備

の考え方から、鳥取系等の体積系の尊入を図

りました。

しかし、交配方法が一律的に行われた結果、

発育等体積関連は改善されたものの、和牛の

重要な形質てある脂肪交雑については低下が

見られたことから、新たな改良方法の取り組
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みが余儀なくされました。

このため、 {tt)全国和牛登録協会の指導協力

を得て、平成6年度より育種価推定事業に取 i 

り組み、質、鼠の両面からの改良を進めてお

ります。

育種価の推定は、現在まて7回行っており、

供用中雌牛の育種価判明率は、約6胄I]となっ

ています。

(2) 育種価推定の流れ

育種価評価事業の流れは図 1のとおりてす。

育種価の推定のためには、正確な枝肉成紐

の収集がイ瑾I欠てすが、本県においては、県

が県肉用牛協会に情報収集を委託しており、

経済農協連が主催の枝肉販売会成績や格付け

成績等が主となっております。

枝肉販売会は、本県の和牛生産が零細て、

まとまった販売が出来なかったことから、少

しても有利な販売が出来るよう、福井県と合

同て'J]1 -2回金沢食肉センター内て行って

おり、本県の肥育出荷牛のうち約6割が上場

されています。

(3) 育種価の利用方法

① 塁家における交配情報システム（因2)

農家の庭先において、塁家所有の雌牛ヘ

の適正な種雄牛の交配を促進するため、交

配情報システムを作成し、パソコンの画面

上て視党的に確認出来る方法を確tしまし

（図1) 石川県における育fl価評価事婁の流れ

和牛改良推進委員

石川県和牛改良

推進協繕会

~ 

図 1 石川県における育種価評価事集の流れ
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た。 このことにより、単なる数字の羅列て‘‘

あった育種価情報が介効に活flJ出米るよう

になりました。

② 俊秀な受精卵の作出（グラビア写真 l、

2) 

本県は種雄牛を所布していなく、雄側か

らの独[Iの改良が出米ないため、雌牛側か

らの改艮が不可欠なことから、ホルスタイ

ン種惜腹笠受精卵移植技術を有効に活用す

る方法て改良を行ってきました。 ・it成 3年

度畜産試験場（現畜1祖総合センター）に受

粘卵供給センターを建設し、試験的に受精

卵の供給を行ってきましたが、本格的な供

給を行うため、能登'f島の先端にありまし

た肉牛生産指祁場を畜産総合センター能登

畜産センターと改組し、平成 9年に新たな

受精卵供給施設を建設して能登牛受精卵の

供給甚地としました。

さらに、優秀な受精卵を作出するため、

育種価により震家所有の繁殖雌牛を選定し

訂正とお詫ぴ

て、供卵牛として買い上げを行っておりi

す。

（参考：高品質肉用牛受精卵供給体制整偏

巾業 HlO予罪領4,600千円導

入頭数 H8:3頭、 H9 ~13: 

5頚、計28頭）

4 その他

育種価を利用した改良の他に、肥育技術の

向卜が必要てあることから、平成10年1文斎産

総合センターにおいて「能登牛肥育試験牛含」

を建設することとしており、迫伝的な改良と

飼袋管理試験を併せて行うことにより、より

高品質な「能登牛」の牛産を推進することに

しております。

また、平成10年 7月には本県において!It界

て初めての体細胞由来のクローン牛が産まれ

ており、今後クロ ーン牛を利川した能登牛の

改良増殖についても検討を行うことにしてお

ります。

畜廂技術9月号 (520り）に，洪りがありましたのて、 ド、記の通り訂正し、深くお詫び致します。
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グラビア B 公共牧場再編への取り込み
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文献X情報 ー
プリオン研究：その最前線
Prion research: 
the next frontiers 

Adriano Aguzzi and Charles Weismann 
Nature, 389, 795-798, 1997 

7リオン仮説に対する疑問

ヒッジのスクレィヒー、 ＇卜海綿

代也症(Bovinespongiform ence-

:alopathy BSE)、ヒトのクロ

／フェルト・ヤコプ病など伝逹

~ subacute spongiform ence-

咄lopathies TSEs)は、フルシ

一ーの仮説によると感染性を持つ

出分解酵索に抵抗性の核酸を含

：ない蛍(Iすなわち異常プリオン

;'鱈なプリオン蛍白を児常フリ

Iンに変化させることて発症する。

冷仮説の市要な＂合点は児常フリ

准白分 fと感染性の囚 fを同

．』し、異常フリオン蛋白をoJ浴化

心杉て梢製すると、感染性が失

hれるためプ）レシナーの仮説は直

責的には証明てきなし、。 また、感

況をぷすには10ガ個以上の児常

"I)ォン蛍(:]分 fが必要てある。

-'ぷらのことは、児常プリオン分

蝶集が感染単位てあるのか？

りるいは、この凝集を形成する一

3プリオン分 fに感染性を持つ

肋フリオンがあるのだろう

．？ これらの疑I間を解決するに

；、異常プリオンを少ほしか持た

•, いが、感染性を再現てきるプリ

源のモデルが必要てある。

鼓、正常プリオンから展常プ

砂を試験管内て合成すること

.』I}Jした。 しかし、感染性のあ

る大屈の巽常プリオンを加えない

と、児常プリオンが合成されない。

したがって、この尖験ては、哭常

フリオンが感染性を持つのかどう

かは分からない。ハムスターの異

常プリオンはマウスに感染しない。

こういう現象を種のバリアーとい

う。この現象を使ってハムスター

の異常フリオンを鋳刑にしてマウ

スの1f:常フリオンをマウスの巽常

プリオンに試験符内て｀合成すれば、

感染性の問題も解決てきるかもし

れなし'o

次の問題は、プリオンには潜伏

期間や紺変部位の異なる株

(strain)が何行も存在すること

てある。この株の違いはInに近交

系のマウスヘの接種によっても起

こるのて‘、 ,E常プリオン迫伝 fは

関サしていない。全く同じ配列の

蛍(I (ポリペフチド）によって形

成される巽常プリオンになぜこの

ような株が{f.在するかは、プリオ

ン仮；見ては北明てきない。ただ、

プリオンには糖鎖のつく部位が2

ヶ所あり、その糖鎖の配列の迅い

によって株の追いが説明てきる nf

能性もある。

,E常プリオン蛍白の生理学的機
能は、多〈の介椎動物がこの追伝

rをもっているにもかかわらずイ＜
明てある。この遺伝[・を欠損した

マウスては、正常に発育するか、

わずかの巽常しか認められない。

もしかしたら、正常フリオンの生

理学的な機能は、その構造のuf変

性にあるのかもしれない。

フリオンと脳閃害

脳の閃害が異常プリオンの岳積

によるのか、あるいは正常フリオ

ンの欠乏によるのかはいまだには

つきりしていない。プリオン欠損

マウスては、胎生期からプリオン

が欠-tHしているのて、`フリオン機

能が他の蛋白によ って補われてい

る可能性もある。 そこて、アダル

トマウスて突然プリオン迅fi.r-機
能がはたらかなくなるようなノッ

クアウトマウスの尖験が必要てあ

る。

1式験管内ては正常フリオン迫伝

rを欠く神経細胞は外から児常フ
リオンを加えても、なんの変化も

起こさない。異常プリオンが細胞

内に蓄積することて｀、神経細胞が

クピ滅する。仮に異常プリオンの起

病性を認めるにしても、発症実験

ての巽常プリオンの沈行址が病変

に比較して少なすぎる また、ア

ストロ細胞やミクログリア細胞の

病変形成の関与もこれから研究さ

れなければならない。

フリオンの感染）レート

フリオン病の感染）レートとして

は、例えば、クロイッフエルト・

ヤコプ病てはプリオンに汚染され

た脳ド垂体ホルモンの筋肉注射に

よって感染する。尖験感染の脳内

接秤は通常の感染）レートてはない。

BSEやクールー病をはじめとし

て、経n感染が許通てある。児常
フリオンは例えば扁桃腺、腸のパ

イエル板、ろ胞の樹状細胞、牌細

胞などのリンパ系の組紐て病変な

しに増殖し、神経）レートて脳内に

述するものと考えられる。
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フリオン抵抗性＇家俗

プリオンノックアウトマウスが

此乎；てあったことから、フリオン

迫伝 fを持たない平、牛の作出の

nf能性が取りざたされている。し

かし、このことについても一．つ疑

llりがある。フリオンの欠損家畜て

マウスと1,;Jじ結果になるかイ-'lflて

ある。品種改良のためには多〈の

児なる追伝形灯を持つ個体が必要

て、プリオン欠損家岳は尖用的て‘

ない。しかし槃品の開発源として

プリオン遺伝rを持たない動物の
開発は屯要てある。

楽剤の間発

児常ブリオンに対する屯クロー

ン性抗体の作出によって扁桃の擦

り取り材料て、発症以前に児常フ

リオンを検出の可能性がてた。脳

内に効果的にアンチセンスを送り

込むという困難な問題があるもの

の、アンチセンスのオリコゞマーを

使ってフリオン迫伝rの発現を抑
制すれば、病気が進行するのを押

さえることが、可能かもしれない。

アンフォテリシン、 Sulphated

Polyanions、コンゴレッド、アン

スラサイクリンなどが治僚薬とし

BSEとプリオン：
感染因子について不明な点

BSE and Prions: Uncertainties About the Agent 
Bruce Chesbro 

Science, 279: 42-43, 1998 

ヒト及び＇求畜はまれてはあるが、

致死的な脳疾病てある伝逹性海綿

状脳症(Tran細 issiblespongifor-

m encephalopathy-TSE)あるい

はプリオン (prion)病に感受nて
ある。 1996年3月、ヒトTSEの新

)f月クロイッフェルトヤコプ病

(new variant Creutzfeldt-

Jakob disease nvCJD)は、＇「海

綿状脳症 (BovineSpongiform 

Encephalopathy BSE)の原囚[kl

子がヒトに感染して、この疾病が

起きる可能性のあることをイギリ

ス政府は公表した。

プリオン1ii-!は蛋fI分解酵索に抵

抗性の異常な蛍(]や脳内に相枚す

ることて｀起こる。また、この晃常

蛍白は感染性を持つ。フルシナー

は1982年、感染性があり遺伝{-(核

酸）を持たない蛍臼粒＋をプリオ

ン (Prion-Proteinaceousinfec-

tious particle) と命名した。その

後、この概念を支持する実験結果
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が報告され、プルシナーは1997年

ノーベル貸を受賞した。

しかし、プルシナーの受賞にも

かかわらず、フリオンは実体のな

い楳作的な概念てある。というの

は、巽常フリオンの枯製は困難て、

脂四などを除いた蛋臼だけにする

と、感染性は失われる。したがっ

て、感染する蛍白の構造はいまだ

に明らかになっていない。

このフリオン仮汲が問題になる

のは、アルッハイマー病、 II利糖

尿病、ガンや感染に伴うアミロイ

ド疾患の存在てある。これらの疾

病は正常や変異した蛍いが巽常フ

リオンと f,,]じように¢シート構造

を持つことにより、アミロイド繊

維という凝集塊を形成することて‘‘

発症すると考えられている。プリ

オンの凝集塊と1,;J様に、児常な凝

集塊は次々に前駆蛋（）を；疑集して

いく。しかしながら、プリオンを

除いて伝逹性のあるアミロイドは

て使用されている。アンフォナリ

シンの作川はイ澗だが、他の"

の作用は児常プリオンの硲次捐危

に結合し、 この構造をBシート状
になった児常フリオンを破壊恥

いは府舌性化することによるとり

えられる。 TSEsはまれな病気な

のて、薬品産業の投沢の対象にな

りにく Lヽ 。しかし、 BSEがヒトI: , I 

感染する 11J能性があると公よし1、̀

のは、 イギリス政府てある。政治

家は薬剤の開発もふくめてTSEs

に対する対策を講じる貞任があふ

（家ti衛生試験場佐藤目雄）

イヂ在しない。これらのことから、

我々が他のアミロイド疾患にはな

いTSEの凝集に必須て特異的な

囚{-を兄逃しているか、あるいi

伝逹性の囚{-は異常プリオンてな

い可能性もある。

プリオン仮説を支持するものと

して、ヒト家系性TSEの変異プ1

オン遺伝 f・を過剰発現させたマウ

スに神経変竹を t体とする病変が
i'I然に現れる尖験がある。しかし、

この実験結果は、プリオン仮，~i:

決定的なものてはない。第一に、

このマウスには免疫プロット法＜

は巽常プリオンが検出されない。

第二に、 この変哭プリオン追釘

を一つだけ持つマウスては、屈

変は起こらない。第三（こ、この村

気は同じ変児フリオンを少杖発現

しているマウスのみ伝逹てき、 iF.

常マウスには伝逹てきないからf

ある。

このように、プリオン仮品ては

説明てきないことも、まだ多〈fl

っている。特に、 TSEに対する投

剤の開発のためにも、 TSEI紳lL月 l~
fの性状の解明は必要てある i 
た、遺伝 f治板やプリオン遺(ii-

欠m家岳の開発も視野に人れな（
てはいけない。

（＇知罪 r'l試験場佐藤[f1誰I
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キメラ
大西彰（おおにし あきら）

農林水産省畜産試験場育種部

キメラ (chimeraあるいはchimaera)の語

即、ギリシャ神話に出てくる想像 I・.の怪物

砂きている。今ll、キメラは、 ¥¥2個以上の

受精卵の結合により迫伝的に異なる細胞集団

砂身体が構成された複合動物"と定義され

ている。キメラは、モザイクと混fμ]されるこ

cがある。モザイクは、 1個の受枯卵に体細

改然変児などが生じ、 2種類以Lの追伝的

1: 異なる細胞集団が誘発された状態をぶし、

キメラとは起源が異なる。

キメラの作出法は、大きく 2つに分けられ

る。その一つは、 8 ~16細胞期胚の透明体を

駐去し、｀裸"とした胚どうしを接れさせて凝

集させる凝集法て、他方は、胚盤胞期胚の胚

罪内に細胞を注人する注人法てある。

キメラは発生学の分野て古くから利用され

てきた。現在は、胚性未分化幹細胞てあるES

細胞 (embryonicstem cell) や EG細胞

(embryonic germ cell)由米の個体を得る日

釈利用されることが多い。胚性未分化幹細

屈、単独ては個体に発育することはてきな

い。しかし、受籾卵に注入することにより、

受精卵の細胞と混じった状態て発牛を続け、

キメラとして個体に成り得る。さらに、キメ

切桔十や卵子にこれらの幹細胞が分化した

陽合には、次ltt代にその迫伝形質を伝えるこ

（がてきる。そのため、 ES細胞に追伝 r-を組
退み、キメラを介することにより、特走の

紐1・を改変した個体を得る手法がマウスて

月発された。この技術は、退伝 r-の機能解析
次かせない手段の一つとして広く用いられ

ている。

家畜においては、牛、羊および豚のキメラ

が報告されている。さらに、属が異なる山羊

と羊を組み合わせたキメラも得られている。

しかし、マウスとは児なり、胚性木分化幹細

胞の確寸-が家畜て困難なことから、家畜のキ

メラの利用にはほとんどギっていない。最近、

神奈川県斎産成験場と束京農業大学の共同研

究によるキメラ牛が発表された。 この研究は、

4倍体の胚と正常胚由来の細胞 (ES細胞？）

を組み合わせた点が奥味深い。 4倍体の胚は

発生途上て消滅し、正常胚由米の細胞が俊先

して発生を続けることにより、正常胚由米の

細胞から主に1本が構成された個体を得ること

を目的としている。得られた牛は、理由はイ<

明だが、消滅すべき 4倍体の細胞由来の外兄

を示した。しかし、 DNA鑑定により、組み合

わせた両者の細胞を含むキメラと判定されて

いる。豚ては、アメリカの 2つの研究グルー

プが、EG細胞を糾み込んだキメラの作出を報

告している。

最近の羊や牛の体細胞クローンの成功によ

り、キメラにしなくとも細胞から直接に個体

が再生てきる道が開けてきた。マウスにおい

ても、卵丘細胞由来のクローンが得られてい

る。 ES細胞やEG細胞を用いたクローンの作

出が今後可能となれば、キメラの必要性は薄

れるかもしれない。

37 



一
平成9年農村物価指数

1 f-1成9年のI;'.妙佑物価格指数
('I勺成 7年を100とする。以卜・111]

じ。）の総合は93.4となり、前年

に比べ6.1°/o低ドした。また、農

業牛産沢材価格指数の総合は

104.3となり、前年に比べ2.1%

l:r/-した。

2 農産物価格指数については、

化き (5.2%)、野菜 (0.5%)等

はL11-したものの、米（△8.7 

％）、果火（△22. 7°/o)、 L芸展

作物（△16. 3%)官が低ドした

ことにより、前年に比べ6.1°/o低

ドした。俗産物価格指数が0.4%

低ドしたことについては、肉用

牛筈を除き、 /Jn上・外食守の・ぷ

要が屎気の低迷等て滅退したこ

と等による。

3 煤業生産査材価格指数につい

ては、肥料 (3.7%)、飼料 (2.4

農村物価指数

％）、店業槃剤(0.6%)、光熱§り

) J (2.0%) そして店機具 (I.&

％）官ほとんどの品目が上肌

たことにより、前年に比べ2.J0,o 

上昇した。

飼料価格指数の日1について
は、年前半に輸入飼料穀物がH

安てlこr1-したことに加え、消R
税冷！が引き tげられたことによ
る。

(I) 農産物価格指数 平成 7年=100 2) 農業生産資材価格指数 平成7年=100

類別

農盈物（鯰合）

米

野菜

果実

花き

工芸作物

畜産物

鶏卵

生乳

肉畜

肉用牛（去勢肥膏和牛）

II (めす肥育和牛）

I/ ~ 凋お頂賓牛）

肉豚

プロイラー

子畜

乳子牛（めす）

II (おす）

II (肥育用おす）

和子牛（めす）

II (おす）

子豚

成畜

乳用成牛

肉用成牛
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ウェイト平成5年 6 9 
対前年良万

写（％）

10,000 106. 7 

2,970 117. 7 

2,406 109. 7 

、044 81.7 

598 102.7 

103.5 100.0 99.5 93.4 △ 6 I 

109.3 100.0 98. 7 90 I △ 8. 7 

106.3 100 0 94.1 94.6 0.5 

98.6 100.0 104.3 80 6 △ 22. 7 

102 9 100 0 89.7 94 4 5.2 
539 103.1 91.2 100 0 10.5 92.5 △ 16.3 
2,056 101.0 98. 7 100.0 03.5 103.1 △ 0.4 
173 86.9 92.3 100.0 2.9 112.4 △ 0.4 
829 102.4 100.6 100.0 97.3 97.1 △ 0.2 
739 104.2 100.5 100.0 105.6 105.2 △ 0.4 
119 05.4 100.1 100.0 100.5 103.6 3, I 
84 106.8 IOI. I 100.0 103.3 108.8 5.3 
64 112.2 105.4 100.0 106.3 116.0 9.1 
325 100.4 98.2 100.0 110. 7 105.6 △ 4.6 
147 104,3 104.4 100.0 99.7 99.1 △ 0.6 
275 99.3 92.0 100.0 I 10.3 09.1 △ I.I 
13 106,8 86.0 100.0 120. 7 125.5 4.0 
37 104.3 98. 7 100.0 98.8 89. 7 △ 9.2 
13 .. ... 100.0 144 0 149.8 4.0 
79 95.9 

115 98.8 

18 97 .9 

40 97 .4 

11 93.2 

29 106.3 

89 2 100.0 110 8 

93.4 100.0 108.0 

91.2 100.0 114.6 

87.2 100.0 104.2 

83.7 100 0 104.9 

94.9 100.0 104.0 

108.3 △ 2.3 

108.6 0.6 

14.0 △ 0.5 

06.1 1.8 

105.2 0.3 

106.4 2.3 

頚別

農集生産資材（統合）

種苗及び苗木

畜蘊用動物

初生びな（卵用外国系）

II (肉用専用種）

中びな（卵用外国系）

大びな（卵用鶏）

子豚（肉用）

// (繁道用めす）

乳用牛子牛

乳用牛成牛

肉用牛子牛（繁道用）

II (去勢）

// (乳用おす）

肉用牛成牛（繁嬢用）

// (肥膏用めす）

肥科

餓糾

大麦

一般ふすま

専管・増薩ふすま

ヘイキュープ

ピートバルプ

とうもろこし

配合飼料

成鶏用

プロイラー用（後斯）

幼豚青成用

若豚肥育用

乳牛飼育用

肉牛肥育用

ウェイト平成5年 6 8 9 印 9

” 10,000 101.3 100.8 100.0 102.2 104.3 2.1 
516 95.4 98.6 100.0 01. 103.3 2.1 
457 104.7 96.2 100.0 06.1 108.0 .8 

4 100.7 100.3 100.0 100.1 101.5 I 
50 103.5 101.6 100.0 98.7 100 5 .8 
15 99.0 98.9 100.0 100.S 102.3 .8 
24 ... ... 100.0 99.3 100.9 .6 

8 103.8 95.1 100.0 12.0 104.9△ 6.3 
14 103.5 96.5 100.0 107.9 108.8 0.8 
10 111.6 94.9 100.0 13.8 20.1 6 
40 98.8 87.5 100.0 04.2 105.8 .5 

46 104.9 93.9 100.0 08.0 108.2 01 
182 101.6 93.0 100.0 07.5 09.3 1 
8 132.8 109. 7 100.0 132.5 43. 8.0 
14 111.0 98.3 100.0 104.1 04.6 0.5 

42 121.8 101.9 100.0 107.6 12. .ヽ1

1,018 101.9 100.8 100.0 100.1 103.8 3.1 
l、474 105.8 103.7 100.0 I 3. 115.8 2.、
57 108,3 102,8 100.0 104.8 116.l 

I,、
15 112.4 108,0 100.0・4.0 115.l I.I 

15 ... ... 100.0 06.8 116,2 !.! 

70 ... ... 100.0 110.0 16,I I.S 

59 107.3 99.8 100.0 I 10. ヽ 20.3 9.0 

17 100.9 100.9 100.0 I 19.6 15.3△ 3.6 

1,241 105.4 103.9 100.0 113.8 15.6 1.6 

185 106.0 104.5 100.0 I 5.2 I 19, 
],、

1.1 179 107.5 104.6 100.0 I 1.6 112.9 

90 105.2 03.6 ,00.0 I 2.9 I l'.9△ O.! 

0.8 237 106.0 104 4 100.0 I 5.0 115.9 

368 103.9 103 2 100.0 113.7'16.0 “ 182 104.2 103 4 100.0 113.7 15, 
1.1 ~-
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会員だより
--1 ロ ~ ／・、 ／ . --. 

蹟県畜産技術連盟

繹の概要

‘磯盟は、児内の畜産技術者の知識、技術

卵］上と会貝相TLの情報交換を図り、本県の

騨振興に＇祈与することを目的に設寸．し、現

在、会員数は233名て、佐賀大学の研究者をは

じめ、県及びrli町村職員、畜1崖関係団体の畜

産技術者により構成しています。

会長は、県畜J祖諜長が務め、 !_Ji務局を裳林

麟産諜に置き、県内10地区に支部を設け、

全県的な活動に取り組んています。

、り連盟の主な活動としては、全体研條会を

年2削、地域斎産技術活性化特別対策事業を

討用した畜産技術研究会を年 1111]開催してお

り、具体的には、生産 ・経営管理技術や、家

畜改良の取り組み、畜産物の流通戦略、畜産

， 印境問題など、現在の畜産情勢に対応したテ

ーマを設けて研修を実施しています。

また、各支部においては、より地域の課題

環した各種の視察 ・研修等を支部毎に年3

~ 4 [n]行い、地域の畜産関係者の技術研鑽の

場となっています。

平成10年度の活動

本県の肥育牛は、銘柄「佐n牛」として科
＼、市場評価に支えられ、飼養頭数も年々増加

してきましたが、経菌環境の悪化などから'¥

成8年をヒ°ークに滅少傾向に転じています。

こうした中、‘り連盟ては、「佐買牛」の一附

り生産賑奥を図るため、県内有数の大規模肥

的農家の宮崎卓氏を講師に招き、平成10年

度の第 1fuJ 1=1の研條会を開催しました。

宮崎氏は、 「私の経営、そして地域ぐるみに

よる 作る時代から食べていただく時代』へ

嗅戦」と題した講演の中て、個体管理の徹

底や粗飼料給与の前要性をはじめ、生産コス

ト低滅のためのモンゴル産ヤン学の社入、更

には、地域の仲間と設立した有限会社「愛郷

ファーム」による牛肉の宅配事業等について

紹介され、肥育牛経営の改善・合理化のみな

らず、地域畜産の活性化方策を考えるうえて‘

有怠義な研修会となりました。

今後も、こうした謀題別の研條会等を開催

し、県内の斎産技術者の知識・技術の(oj上に

向けた活動を充実して行きたいと考えていま

す。

佐賀の畜産

本県ては、畜産を取り巻く情勢が大きく変

化する中、 21批紀に向けて体質の強い畜産経

営を確寸すするため、「人づくり (Expert)、経

営づくり (Economy)、環境づくり (Environ-

ment)」をスロ ーガンとした「佐買畜産 3E運

動」に、平成 8年度から生産者をはじめ関係

機閲団体が一体となって取り組んています。

運動炭間に当たっては、啓発 ・将及対策と

して、 15の関係団体て構成する推進協議会を

設置し、実践推進大会、 地区別検討会の開催

や、県内全畜産牒家への運動通信の発行罪を

行うとともに、支援対策として、肉用牛繁殖

基盤強化対策をはじめ、自給飼料生産対策や

畜産環境保全対策等に県独自の助成措置を講

じ、運動H標の早期逹成に向けた取組みを進

めています。

当連盟においても、県内畜産技術者の連携

強化と各種活動の充実を通じ、本運動の推進

に‘りたり、大きな役割を果たして行きたいと

考えています。

（畜産課伊藤裕子）
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会員だより

社団法人 日本獣医師会

日本獣医師会の沿革

H本哄l笑師会の前身は、はるか明治時代に
さかの9ぶり、太政麻布告第28号「獣阪免許規

則」が公布された明治18年に任紘団体として

大[l本獣I'.応会が組織されたことに端を発しま

す。昭和 3年には勅令団体としての LI本獣I笑
師会が設寸されていますが、戦後の新しい法

律のもと解散の妾き Hにあっています。しか

し昭和23年にいたり民主［寸If本としての現在の
社団法人u本獣l笑師会が設立され、以米本年
て満50周年を迎えることになります。

この永い歴史の中て獣医師が果たして米た

役割は、畜産の振奥はもとより、公衆衛牛の

向L発展、動物愛護の推進その他実に幅広い
ものがあり、社会に大きく頁献してきたと自

負しております。

日本獣医師会の組織・機構

H本獣医師会は、47都道府県、並びに 6市（横

浜市、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市及

び北）し州rti) の各獣I戻師会、計53地方獣医師
会を会員とし、構成且（各地方獣医師会に所

属する獣医師）の数はおよそ 2ガ7千名弱て‘

あります。この数字は、法律に碁づく届け出

獣医師数約 3万名のはぱ90%にあたり、組織

率としては結構高い数値てあると思、っていま

すが、さらに組織率を高めるべく努）Jを杭ね

ているところて‘す。

日本獣医師会の事業等

1)獣医学術の振興 ・普及

本会は、 H本学術会議に登録された日本産

業動物獣l矢学会、日本小動物獣限学会及びH
本公衆衛生獣医学会の 3学会を傘下に収め、

これらの学会活動を積極的に展開支援してい

ます。また H本学術会議との連携をはかりな

がら獣医学術泊動の発展に努めています。
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2) 限l~師の研修

獣医業に対する社会の関心が高まっている

ことを踏まえ、構成獣l笑師の技術研鑽をはか
るため種々の研修会を開催していますが、さ

らに卒後教育、牛涯教育の祁入に向けて具体

的な検討を進めているところてす。

3)獣］笈比の向上笠

家畜伝染病 f・防法の一部改正に伴う疾病の
届け出の迅速化をはかるため、届け出のマニ

ュアルの策定、及びその屯 f化システムを考
胞に入れた諸制度化の検討をはじめ、迷い犬

．迷い猫等の発見及び捨て犬 ・捨て猫の防止

に役立てるとともに動物愛護梢神の高楊及び

動物福祉の増進を図るため動物登録事業の推

進を図る穿の他、数多くの巾業の継絞あるい

は新規実施の計画をしています。

4)獣探学術及び獣医事の国際交流

平成 4年から始めた、アジアの獣医師に対

する研修事業は、アジア各国に非常に評判が

よく、各国の獣医師会は、研修候補牛の選考

に頭を悩ませていると言うことてす。世界獣

医学協会及びアジア獣医師会連合と緊密に連

携しながら獣医学術及び獣医事関連の情報収

集交換は例年行っているところて‘すが、平成

7年にアジアて初めて開催された世界獣医学

会議横浜大会ては、開全式のみならず夜のレ

セプションにまて天用 ・屯后両陛下の御臨席

を仰いだことは未だに語り甲3 となっています。

その他

「人類は、地球の環境を保全し、他の生物

と澗和をはかる責任を持っている。」て始まる

欺l哭師の芸いー95年横浜宣言のもと、私たち
獣医師は地球いこ息づくすべての 「命」を見

つめ、いつくしむのがつとめてあります。そ

の獣医師の活動と進歩を支える事がH本獣医

師会の基本姿勢てあると考えています。

(E:I本獣医師会専務理巾松山茂）
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八ーバード大学ケネティースクールに
留学して

小松 真由美（こまつ まゆみ）家畜改良センター技術部

人事院の在外研究員制度により、ギ成 8年

7月より平成10年 6月まてマサチューセッツ

州ケンプリッジに滞在し、ハーバード大学ケ

がディースクールて公共政策学修七を取得し

t。この 2年間、今まての経験とは全く哭な

環発学を中心に勉強てきたことをはじめ、

7メリカという異文化のなかて新しい考え方

遠れ、大変有寇義な生活を送ることが出米

t。なかても印象に残った農業関係の経験を

以Fにまとめてみる。

農業における政府と民間との棲み分けに興

味があったのて、ハーバードビジオススクー

ルのRayA. Goldberg教授による展業ビジネ

スを履條した。毎クラスCapeCod Potato 

Chipのような地元の起業家から、 Marks&

pencerのような大小売り業者やCP・Nestle

といったコングロマリットまて様々な企業の

トップレベルをゲストに迎えて、経営方針や

消費者、生産者、政府との関係を探る授業て｀

ある。 EarlyCalifornia Industries, Inc. の

Gerald D. Murphy社長を迎えての授業ては、

籍国への米輸出の競争化のケースを扱ったた

り、米も他の貿易製品と同様自由貿易にすべ

さという議論に終始し、抵抗を感じた。この

論調は、学問としての経済が優位を占めるハ

ーバード大学ては一貫してみられた。 Mon-

santo CompanyのJimTobin部長は、 トウモ

nコシ等の遺伝子分析及び種f開発における

躙研究の強さをぷし、多大な査本を必要と

111111111... 

する塁業開発研究にどこまて｀政府が関わるべ

きか考えさせられた。また‘棺社によるオース

トラリアにおけるアンケートては、 60%近く

ものiu]答がヽ沖通のトマトは迫伝 rを持ってい
ないと答えたという結果が示され、 ＾般の人

々の迫伝fに対する品解や抵抗の根深さには

梵いた。 WegmanのDannyWegman社長を

迎えての授業ては、‘片社が行っている奨学金

制度のケースを扱ったため、民間企業にその

ような公的役割を呆たすよう促進するにはど

うすればよいかという問題に議論が集中した

が、社長てさえ答えを模索している様子てあ

った。

農業技術に関する授業ては、ハーバード大

学公衆衛牛大学院て'CliffordLo教授の食品

化学と技術を履條した。この授業も毎lolゲス

トを迎えるセミナー形式のものてある。アメ

リカ塁務省食品衛生検杏カンザス・ネブラス

カ支所のMohhammadAbdullah博上を迎え

た際、ハドソンT場における牛挽肉の大腸菌

0157による汚染経路の解説を聞くことが出

来た。また、前述の混業ビジネスのクラスや

他の単発のセミナーても扱われたBSAのケ

ースはこの授業ても取り上げられたが、イギ

リス政府全体の対応の悪さと生産者保護に偏

りがちなイギリス震務省が消費者保護のため

の食品検査をすることへの疑問が示された。

しかし、食品衛生局を別に有するアメリカて

も農務省が乳肉製品の検査を行っており、品

41 



'I 

近多発している食品柑染に対しては食品衛生

関係者全体が所屈に関わらず厳しい対応を迫

られている。 一方、食品衛牛局も牒務省もさ

らなる予刃削滅に直面しており、本授業て‘‘は

政府関係者から与えられた予刃のなかて‘蔽苦

を尽くすしかないという声が多く聞かれた。

派遣前に行っていた仕事と関係のある授業

として、マサチューセッツ工科大学のEric

Lander教授のヒトとマウスの迫伝学も履修

した。毎クラス 4-5論文を説むセミナー形

式の授業てあり、ヒトにおける追伝子の述鎖

解析の発展やLander教授がリーダーてある

ヒトゲノムフロジェクトの全容が紹介された。

ヒトのゲノム配列を読むための最新の技術も

知ることが出米、動物ての連鎖解析に関わる

者としては大変有意義な授業てあった。

このように職務に関係のある授業をいくつ

か履修てきたが、ハーバード大学ては混業を

扱う授業は圧倒的に少なく、マサチューセッ

ツ州はやせた上地に位問するため塁地も少な

い。 そこて、アメリカの大煤業国としての側

面をかいま見るために、ウィスコンシン州マ

ディソンて開かれた世界酪股樽 (10/1-5、

1997) に参加し、周辺農家を訪問した。酪煤

博ては全米のみならず世界各地から多くの参

加があり、品評会から最新機器の紹介まて‘‘非

常に活気あふれるものてあった。訪れた裳家

は110頭及び135頭の登録ホルスタイン、 70頭

の登録ジャージーを飼投する 3軒てあり、規

校 ・飼養方法等は北海道の展家と似ていたが、

どの農家も後継者に恵まれ、規校拡大の計画

をしている点が印象的てあった。ある塁家て‘

はBSTは効果がないという、な見が聞かれた。

学術的にも、カリフォルニア州立大学のJar-

vis博士によって、各煤家の飼投規校の小さい

ウィスコンシン州（平均54頭）てはBSTによ

る利益を牛むことは不可能てあり、大規模飼
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投を行っているカリフォルニア州てはnJ能て

あるという結果が示されている。 1996年のg

務省の記録に括づくと、陥牒牛の飼養傾数は

1,410,000頭（令米の15.2%)てウィスコンシ

ン州が国内 1位てあるが、牛乳生産乱ては

22,376, OOOLbs. (全米の14.5%)てウィスコン

シン州は国内 2位てあり、カリフォルニア州

に越されていることから、大規校経営を行っ

ているカリフォルニア州の酪震家は 1碩当た

りの生産欣がウィスコンシン州よりも多いこ

とが明らかとなっている。

以卜のように多くの新しい体験をすること

が出米、このような廿重な機会を与えて卜さ

った牒林水産省及び人事院の方々、なかても

論文の作成に協力していただいた斉藤則夫氏

と島森宏火氏に深く感謝いたします。この経

験を今後の仕事に充分役立てたいと思います。

紅産技術 1998年10月号



環境問題について

‘ 最近、ダイオキシンや環境ホルモンに関し 浴とした水滴を分析するようなレベルとl:ltlい

て非常に多くの報道が行われている。例えば、ている。そのような極めて微址な成分てある。

~o町の r崖業廃乗物焼却施設のまわりの t壌 ダイオキシンや環境ホルモンについて、今

て基準値の何倍ものダイオキシンが検出され 記述したような状況にあることについてはあ

たとか、 △△川の河川士壌や魚から高濃度の まり知らされていない。1父が国と食1平間や生

ダイオキシンが検出されたとか。熱湯を人れ 活環境の大きく異なる諸外国と弔純に比較し

たカップラーメンの容器から哀境ホルモンが て、消野者の不安をあおるような内容が多く

器け出すとか。さらに、ダイオキシンは、べ みうけられることは残念てある。そのような

トナム戦争て使用された枯葉剤に含まれてお 報道を基にして、例えば、特定な地域ての牛

りいたましい小件を引き起こしたとか、極め 産を否定するような行きすぎた対応にゼるこ

て少祉て強い急性毒性を持つとか、がん発生 とだけは品非ともあって欲しくない。

環係するとか種々の内容てある。 とは言っても、ダイオキシンや環境ホルモ

畜産物も例外てはなく、牛乳て‘‘汚染巾例の ンを出米るだけ含まない食品を牛産し供給す

報告がされている。また、諸外国においては、ることは、関係者にとって極めて重要な課題

廃棄物焼却場の周囲何キロの酪煤家から出さ てあることはいうまて｀、もない。今後、ダイオ

れる牛乳について調査を実施しているとか、 キシンや環境ホルモンに関する研究の進捗に

あるいは調査して一定の基準を超えた牛乳は よって、より効果的な対策を講じることが可

廃棄されているとも報告されている。 能となるてあろう。そのような状況を出来る

しかしながら、ダイオキシンについて、現 だけ早く実現する努力を続けるとともに、生

暉ては、その生成メカニズムが十分に解明 産サイドからも関連情報をもっと積極的に提

されているとは言えない。ごみ焼却施設や産 供していくことが今後より 一層必要になると

繹棄物焼却施設から主にダイオキシンが発 考えている。

生することは明らかてあるが、人体へは、食

物、大気、水、士壌のうち、どのような経路

を通ってどの程度蓄積されるかについては必

ずしも明確てない。

そのような状況にあるため、ダイオキシン

嗅産物への移行、さらには畜産物への移行

は現在研究が行われ始めたところてあり、ほ

とんど判っていない。少し余談になるが、ダ

イオキシンの含有址を示すヒ°コグラムの単位

,l、東点ドーム全体に水をためて、その中に

--
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一
瞬間凍結した豚胚からの子豚の

誕生

群馬県畜産試験場では、豚の改

良と疾病の清浄化を効率良く進め

るため、豚胚の長期保存法につい

て研究を進めている。しかし、豚胚

は他の動物に比較し低温に対する

感受性が極めて高く、長期保存法

が確立していないのが現状である。

そこで、牛胚などの保存法とし

て確立しつつある、胚を瞬間的に

-196℃ まで冷却する、ガラス化保

存法の豚胚への応用について検討

した。

このガラス化法は高濃度の凍結

保護物質を含んだガラス化培地を

ストローに充填し、そこに短時間

に胚を移動し、ただちに液体窒素

に投入し急速に冷却する方法で、

凍結物質が高濃度のため氷晶がで

きないのが特長である。

この手法を豚胚の保存に応用し

た場合、胚の氷晶による物理的損

傷の回避や、豚胚にとって危険温

度帯と言われている温度域を急速

に通過できるなど利点が多い。

畜産試験場では、現在までにこ

の手法により、本年の 1月と 3月

に合計 2頭が分娩し 7頭の子豚を

得ている（世界で2例目）。今後は

この手法を再現性の高い実用化技

術に高めるため、産子数や分娩率

の向上について研究を進める予定

である。

（畜産試験場後藤美津夫）

~ 
〇地域資源を活かした優良牛づくり

本県は、近江牛の名で知られて

いる嵩品質肉用牛生産地帯として、

その名を全国に馳せてきたが、牛

肉の輸入自由化を契機に全国的に

高品質牛づくりに拍車がかかり、

高資質な素牛の選択とその安定確

保が困難視される情勢を招きつつ

ある。

県では、受精卵移植技術を活用

した、優良牛醸成に視点を当て、

野外普及試験事業を繰り返す中で、

借り腹による肉用素牛の増産技術

の実証等各種の事業の取り組みが

なされた。これらの事業展開の下

で、酪農家や和牛繁殖農家の受精

卵移植を活用した牛群改良の意欲

が高まるなど、実用普及化の基盤

整備がなされた。

平成 9年度よりパイオ活用優良

牛群整備事業が、新たに展開され

たすなわち、官・民連携のうえで、

地域資源（農家所有牛等）の効率

的な活用を図り、牛群の資質改良

が進められようとしている。「乳用

牛の検定成績」や「黒毛和種の育

種価」のデーターに基づき、優良

牛の選出を行い、農家の協カ・承

諾を得、県畜産技術振興センター

等で採卵計画を策定し、採卵を行

います。農家の協力が得られた1憂

良牛は、乳用牛にあっては29,000

円、黒毛和種にあっては25,000円

の謝金が支払われます。その他採

胚等に要する経費は、県が負担す

ることとなっています。採胚され

た胚は県有とするが、 2胚に限っ

ては、採胚牛所有者が優先的に活

用出来ることになっています。ま

た、他に残った胚は、希望者に無

償で譲渡・移植を行います。今回

藩手された事業は、近江牛の嵩品

質化や乳用牛の能力改善に大きな

期待が寄せられています。

（畜産技術振興センター

冨家武男）
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慢
「ふれあい牧場」の開設

沖縄本島北部に広がる広大な

「やんばる」の原生林の森と、ヤ

ンパルクイナ、ノグチゲラなどこ

の地でしか見ることのできない動

植物が生息する豊かな大自然が息

吹く秘境の地、そんなところに沖

縄県乳用牛育成センターはありま

す。

昭和56年より沖縄県における酪

農振興の拠点として位置づけられ、

亜熱帯の風土に適した、耐暑性に

優れ、強健で経済効率の高い乳月

牛を育成し、県内酪農家に供給す

るとともに、県内酪農後継者の育

成や酪農技術者の技術習得の場と

なっています。

その中において、平成10年8月

に、人々の憩いの場として「ふれ

あい牧場」を開設しました。

季節の花々が咲き、動物舎では、

ポニー、豚、山羊、兎、鵠達が、

出迎えてくれます。中でも豚は、

沖縄方言で「アグー」と呼ばれる

島の暮らしに定着した島豚です

一方展望台東屋から見る眺めは、

海のエメラルドグリーン、山のモ

スグリーン、牧草地のバステルグ

リーンが織りなすコントラストが

格別です。天気のよい日は、与論

島が見え、素晴らしいパノラマが

楽しめます。また、パークゴル7

等のレクリエーションができるよ

うに2.2haの「ふれあい広場」を整

備しました。

当センター「ふれあい牧場」が

沖縄県の新たな景勝地となり広〈

人々に畜産業への理解、情操教育、

憩いの場として利用して頂けるよ

う期待しています。

（畜産課久保田一史）

畜産技術 !998年)0月号



Multi Purpose Electrophoresis System 

SCP-800c実用新案申請中）
SCP-800冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に適応

します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の高性

能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適の装

1です。 •i-~ 
●大容:liJ:のペルチェ素子1吏用
●ゲルプレートを直接冷却

• 高性能パワーサプライ内蔵
●完全密閉で極めて安全

• 2枚のゲルを別々に温度管理

●専用プリキャストゲル各種用意

“狙l輝非~
• SSCP 
• SOS PAGE 
• NATIVE PAGE 
• DNA PAGE 
• ポリペプチド分離
• ウエスタンフロッティンク（アダプタ一発売予定）

惟界般扁の品質をご試用Fさい
電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 
. " ,, 
一

リセップ ゲル

¥18,500/10枚
発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGEL 

を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレード

ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた

ーノ だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサービスも提供しております。泳動を実行する際、

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモデルでは対応できないサンプルには特別

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

逐和科盛株式会社
'rlIJ-0034東紐以紐.i邸 4rll 6爵12り ，邸ハイクウンB棟IF 〒227-0054神奈川県横浜，Ii,'i・ 瓜[,(しらとり台 55-21 

TEL. (03)3815-404111り FA』X.(03)3815-4048 TEL. (045)981-0379 FAX. (045)982-0752 

1'063-0870札税di11り区八f.FIO条火 3「11I番地28り
TEL. (011)756-182llf¥/ FAX. (011)756-1763 

〒305-0075 共城限つくぱ巾人·字ド横場字塚 I~(227-93 

TEI、.(0298)37-2181 FAX. (0298)37-2234 
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フロクラムフリーザーET-lN
●高性能と使い易さで多くのユーザーから信頼を受けたET-1
が小型，卓上型になりました。

●温度プログラムは7パターン設定可。
• ET-lN専用の植氷・凍結用ラック標準装備。
• ポーズ機能，その他各種機能付。

一

専用ラック

外寸法

消費電力

電
一
重

源
一
量

コンセント

植氷・凍結用 よこ置き・たて置き両用

ステンレススチール製

0.25m£ ストロー管X20本

454 X 650 X 44Qmm(W•D·H) 

I .5kVA 

AC I DOV 50/60Hz 

約45kc,

15A用コンセント仕様

FHI芸幸悶悶古界茅竺喜禁




